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リューション･サービス

蜘‾皇 戊■‾;二‾厳しさを増す経営環境の中で,新たなビジネススタイルや事業展開に伴う顧客の業務課掛まます

ます複雑化しており,セキュリティや環境問題などについての新たなニーズも出ている｡その解決と

企業のさらなる進化には,高度な業務ノウハウと同時に,lTの活用ノウハウが必要不可欠である｡

日立グループは,確かな技術力と多様な業掛こわたる実績を核に,これらの課題を解決する｡

RFIDを活用したトレーサビリティソリューション

l-トレーサビリティとサプライチェーンの革新-

近年,食品の安全問題やリサイクル法の成立,薬事法の改

正など,安全な生活や環境に配慮した社会が志向されてきて

いる｡また,企業間競争が激化する巾で,企業内業務の効率化

はもとより,企業や業種の騨を越えたトータルサプライチェーン

の改革･革新が求められている｡日立製作所のトレーサビリティ

ソリューションは,これらのニーズにこたえ,企業経常,社会,

および暮らしの三つの面からビジネスを支える｡このソリューショ

ンでは,個々の商品にIDを付与して,｢いつ+｢どこで+生産さ

れ,｢どのような+経路で流通してきたかを｢いつでも+把握し,

｢今+どこにあるのか,次は｢どこに+行くのかをとらえる仕組み

を提供する｡

トレーサビリティソリューションは,トレーサビリティシステムを核

とした,コンサルテーションからシステム構築,運用までを提供

するトータルビジネスソリューションであり,RFID(ICタグ)を括

ソリューションメニュー体系

分析
開発

運用

･アウトソーシング

一--▲‾‾‾‾‾‾1l‾▼一‾‾‾‾‾‾‾【‾【▼‾‾‾‾‾‾

:設計 開発 三三テスト
l

l

′

コンサルテーション システムインテグレーション: サービス

′

サービス‡ サービス ･システム保寺
サ▼ビスl

l

I

l

I l A岳P提供サービス

′･業務分析I診断 l
′

▼構想立棄
l

l

l

l

事案務音量計

･祥久満額
l

lDタグ*リーダ提供サービス

l

･---------一'一-----一一-J･-------一+ll

や感

原料
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用した生産や在庫管理などをサプライチェーン全体に拡大し,

企業や業種などの壁を越えて,さまざまな商品の原材料から製

造･加工,流通,販売,さらに廃棄に至るまでの履歴管理や追

跡照会を行い,追跡情報を有効活用することで,経営効率を

向上させる｡

日立製作所は,RFIDとして,ミューチップをはじめ,リーダ･

ライタなど各種RFID関連商品も提供する｡

今後,RFIDの利活用拡大には,低価格化と国際標準化が

必須である｡日立製作所は,経済産業省の｢響プロジュ外+の

研究開発委託を受け,2年後に低価格で国際標準に相互接

続可能な,ICチップとアンテナを一体化した｢インレット+の技術

開発を先導し,RFIDを活用したトレーサビリティソリューション

の利用拡大に取り組んでいる｡

靡靡鮮か蛋

叛毒

消費

RFIDタグ

殴

団

リサイクル

RFIDタグ

樋

囲リーダ
個体認証

宇≡喜

部品･加工

RFIDタグ

物流

RF‖〕タグ

RF旧タグ

リーグ

臥_ダ
注:略語説明ほか ASP(ApplicationServiceProvider),lD(ldentification),RFID(Radio-Freque=CylD)

*lDタグは,lCタグ,バーコードニ次元シンボルを含む｡

トレーサビ+ティソリューションの概要

一県､

商品ト

トレーサビリティサービス



垂ユピキタス情報社会を支えるトータルセキュリティソリューション

l"Secureplaza”

インターネットシステムが家庭やモバイル機器で飛躍的に増大

する一方で,相次ぐ情報漏えい事件や個人情報保護法の施

行,コンピュータウィルスのまん延といった課題の解決が強く求

められている｡

Who≡ Why 享 How≦

(だれが)≡(なぜ)‡(どのように)≧
--･〉-〉一〉-ノーーーーーノ 〉-〟-▲_ノ▲】_____ノ.山_▲､､..〟一_▼_▼,J

故意 不正アクセス

社内

:謡見
･成り済まし

設定ミス不正侵入

盗費匡

基幹系システム

Whereハ〟hon

(どこで,いつ)

連携システム

機密情報へ

派遣者て芝荒デ

ポリシー

違反

不正コピー

媒体への

不正出力

オフィス

パソコン

不正接続

メディアへの書き出
不正持ち出し

一首′ご囁て撃て闇

社外不注意 紛失 社外

天災

加重_重し撃
注1:略語説明 LAN(Loca事AreaNetwork)

情報漏えいルートの分析手法例

l
亀社外公開用サーバ

不要メニJ嘩唇
社外
メール
‾六毒旨

-/〈

公開用
ウェブサーバ

不正アクセ

インタ.-ネット

日立製作所はこれまで,情報セキュリティ分野で,顧客への

サービスの広がりに即したステップ別ソリューションと,導入目的

に合わせた目的別のパッケージソリューションを提案してきた｡

今後,情報家電の普及など,本格的なエビキクス情報社会

∃蒜芸ヨ
ノ

¶,【W〉ルノ

l 社外 〉

廃棄機器からの

盗聴

:参観』
機材の持ち出

注2:

-‾き(漏えいル+､)
窃(情報漏えい)

題日立グループのアウトソーシングサービス

を迎え,サービスはますます高度化し,それ

に付帯する脅威もさらに多岐にわたることが

予想される｡

日立製作所は,トータルセキュリティソリュー

ション"Secureplaza''のさまざまなメニューに

より,ハイレベルなユビキクスセキュリティの維

持に貢献するために,情報漏えい防止ソリュ

ーション``secureplaza/LG''やウイルス汚染防

止ソリューション"Secureplaza/PB”の強化

拡張を進めている｡また,これまで同様,暗

号や電子透かしをはじめとする世界最高レベ

ルの基盤技術を開発していく｡

l｢lTサービスマネジメント+

IT(InformationTechnol()gy)がビジネスを支える時代を迎

え,ビジネス要件に合致したITを提供することが不可欠に

なってきている｡

IT戦略の策定から開発･運用,リソースの最適化など,日

立グループの包括的なアウトソーシングサービスのうち,ITライ

フサイクルの大部分を占める運用の分野では,ITサービスマ

ネジメントのベストプラクティスであるITIL(Informati｡n

TechnologyInfrastructureLibrary)*を適用し,サービス品

質とコストの適正化を可能にしている｡

ITIL関連の日立グループのサービスの特徴は,｢三つのP+

の視点,すなわち人材(People),プロセス(Process),ツー

ル･技術(Product)を有機的に連携させたトータルサービスを

ワンストップで提供している点である｡今後もいっそう高度化･複

雑化が予想されるITの分野で,全体最適化を実現するサー

ビスを提供していく｡

*は｢他社螢録商標など+(153ページ)を参照

281

｢三つのP+の視点から

什ルに対応した

トータルサービスを

ワンストップで提供

Process

(プロセス)

=Tルの導入に際しては,lTルの盲
l

… 正しい理解と適切なスキルの･

とも三≡:㌘三血_は中_…_ノj
ノ′タ

People

(人材)

トータル

サポート

■lTILでは,プロセスとその責任,l

‡成果基準を明確化し,継続的に

:改善していくことが求められる｡
l

ヽ

--v■■･:■

■■--･:■】..･:_一._:_■.;:.__..._-.:___._ノー

ITサービスマネジメントを実現する三つのP

Product

(ツール･技術)
盲

8ヽも

垂 も

〆W一一一}れW和一…■

ヽ､-…､

ノ ヽ

～ ヽ

ミ プロセスの生産性向上には,:

‡自動化や情戟共有を促す:
:ツールが効果をもたらす｡ :



磯ソリューション･サービス
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笥住宅建築業向け物件管理ASPサー ビス

l

住宅建築業向けに,物件情報を管理するASP

(ApplicationServiceProvider)サービス``Mightydock(マ

イティドック)”の提供を開始した｡

建築業では,各工程で発生する見積書,プラン図,建築凶由

などのドキュメントを,社凡施主,取引先など多くの関連者とや

り取りする必要がある｡このサービスを利用することにより,イン

ターネットを介して情報の登録･参照が可能となり,情報の-･元

管理化施主や取引先への情報開示が安価に実現できる｡

また,このサービスでは入力項目やメニュー階層を顧客別に

設定することができ,従来のASPサービスでは凶難であった

顧客ごとのカスタマイズが可能である｡

(サービス開始時期:2004年8月)

意押l

データセンター

物件管理サーバ

繊
細
細
比

例
割
掛

物
顧
発

物
件
管
理
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

A社用

テンプレート

B社用

テンプレート

システム構築･運用
]

日立製作所

"Mightydock”サービスの概要

電子割符を応用した情報漏えい対策ツール

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

A社

経営者

従業員

施主

設計事務所

施工業者

B社

経営者

従業員

施主

設計事務所

施工業者

割符AはUSB

メモリに格納

ノ可

USBメモリ

覿
割符β

USB

ターミナル

｢＼二こミミ
割符A

管理情

割符β

ノートパソコン

原本復元には割符Aと割符βが必須

割符β

本社パソコン

(a)

看三㌍三店パソコ∴盲1

インタ丁ネ小

イントラネット

割符

葬り符〆持ち出し

符β

割符βは
ノートパソコンに

格納

(エスクローサーバと本社

パソコンのデータで復元)

(USBメモリと本社パソコン

のデータで復元)

〔エスクローサーバとUS8

メモリ(支店パソコン)の
データで復元〕

･エスクローサーバり†ソコン･USBメモリに割符化された三つのデータのうち,二つの
データが存在すれば復元が可能

･USBメモリとパソコンのいずれかが紛失,盗艶破損しても,データ復元が可能

(b)

注2:略語説明 USB(UniversalSerialBus)

モバイル割符(a)と電子割符データエスクロー(b)の概要

2005年4月施行の個人情報保護法によって情報漏えいに

対する罰則が規定され,情事剛こ対する法的規制が強化される

ことから,情報の利用･共有に有効な商品が求められている｡

秘密分散法を採用した電子割符は,暗号化商品と組み合

わせることで強力なセキュリティを実現する｡

日立製作所は,現在,電子割符商品として,モバイルパソ

コン用モデルの｢モバイル割符+とサーバ用高信頼性モデルの

｢電子割符データエスクロー+を発売している｡今後はさらに新

たなシリーズ化と組み込み商品化を図り,さまざまな利用形態に

適した情報漏えい対策ソリューションの決定版を提供していく｡

(モバイル割符の発売時期:2004年7月,電子割符データ

エスクローの発売時期:2004年10月)



者ウェブコラボレーションを実現する"boxer.ne.jp”技術群

組織内部だけでなく,特別プロジェクトやアライアンスのような

複数部署,社内外にまたがったコラボレーションを効率化するた

めのツールが求められている｡このようなニーズに対応するため

に,ウェブベースの以下のツール･サービス群を提供している｡

(1)ウェブ型コラボレーションウェア``BROADNETBOXERV.”

組織内作業と,組織をまたがったプロジェクト型の業務の両

方をサポートできるグループウエアであり,Linux*を前提基本ソ

フトウェアとしている｡

(2)企業向けブログサービス``BOXERBLOGpoweredby

TypePad*”

Weblog(ブログ)を用いて,社内･社外向けサイトでの情報公

開,更新,およびその通知を効率的に実現するアプリケーション

サービスを提供する｡このほか,ブログ構築サービスも提供可】で

あり,プロモーション用のホームページ"http://boxer.ne.jp”の

サイトもブログを使用して構築している｡

(発売時期:BOXERBLOG:2004年7月,BROADNET_

BOXERV.:2004年9月)

*は｢他社登録商標など+(153ページ)を参照
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日立BOXERデザイン株式会社

エントリ‾教:51コメント敷:81投稲毛敦:l
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卓近のエントリー(壬二しこの′題鮎云)

塾星型主嘩旦造塵

皇ミュ二皇真底』量主
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コロO4-0亡〉一2`1
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l
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デザイン

● 〒ニワL一卜t･ニノ

BROADNETBOXERV.(a)とBOXERBLOG(b)の画面例

替IPによる効率的な分散コールセンター構築を実現する
lASP型呼制御サービスHcxs叩

ブロードバンドの急速な進展や安価なネットワークサービスの

普及とともに,IP(Internet Protocol)電話への関心が高まり

始めている｡この状況に合わせて,日立製作所は,コールセン

ターに特化したASP(Application Service Provider)型呼

制御サービスとして,``cxs(CallExchange Service)”を掟

供する｡

CXSでは,従来,構内交換機で呼処理していたものを専用

サーバで行い,サーバをCXSセンターに集約する｡CXSセン

ターと顧客コールセンター間はネットワークサービスで接続され

るので,顧客コールセンター側でのサーバ設備は不要となる｡

それにより,顧客コールセンターでの初期費用と運用費用が軽

減でき,コールセンターの開設が容易となる｡また,少人数によ

るコールセンター運用が可能であり,顧客企業のコールセンター

事業戦略に合わせた規模の増減にすばやく対応することが可

能になる｡

(発売予定時期:2005年2月)

3⑳l

/ ▲

/ l T l g l

/
CXSサーバ群

済

菜殉

㈹∧変

▼-▼一撃,欄CXSセンター

インターネ

A顧客コールセンター

野営〔ヨ

l

クサービス卜またはネットワ

呼の流れ
B顧客コールセンター

蔓､､9､墓
ヲ

通話の涜幻

CXSの構成例



囁車重ヨン･サービス

1劉

人材開発ソリューション"LearningGate”

l

わが国の企業内研修におけるe-ラーニングの導入は,2000

年ころから堅実に伸びている｡しかし,実際の運用にあたって

は,当初｢いつでも,どこでも学習できる+と言われていたこの

研修手法には,新たな課題も見えてきている｡

e-ラーニングを導入するにあたって企業が直面する幾つかの

共通の問題点は,例えば,職場にe一ラーニングで学習する文化

がないことである｡職場で就業時間中にe-ラーニングを受講す

ることに対して理解がなく,研修は教室で受けるものといった

考え方がまだ残っている場合がある｡一方,日立製作所を含

め,e-ラーニングを先行導入し,試行錯誤を続けてきた企業で

は,その人材マネジメントとも密接に連携し,制度やコンテンツ

の改訂を行い,徐々に実質的な成果を上げてきている｡

日立グループは,"Hitachi-LearningGate”と名づけた全グ

ループのe-ラーニングサービスを2003年5月に発足させ,現在,

コンサルティングサービス

システム構築サービス

アウトソーシングサービス

コンテンツサービス

Lea｢ningGateのソリューションメニュー

人材戦略支援コンサルティング

人材開発計画コンサルティング

eうーニングシステム導入コンサルティング

研修評価プロセスコンサルティング

システム設計･構築

研修サービス

ASP型e-ラーニンクサービス

ポータルサービス

レディメイドコンテンツ

カスタムメイドコンテンツ制作

脅 脅 雌

壬､2 r珠塊種曹J時代の企美辞価

く‡土台かウ珊

■ll枯付ナ

I血t法■

l■i

･q桝朋美†¶毛

常 襲
迎

硝

佃Odl止eαn呵Gqk

撃攣

日立グループでの活用事例-Hitachi-Learnin9Gate一

日立製作所とグループ会社の社員教育の一端として活用して

いる｡その導入にあたっては,｢学習する文化+の基盤を全グ

ループ内に形成するため,社員が必ず身に付けるべき知識講

座としてのコンプライアンス(順法精神)やセキュリティ教育など

の全グループー斉教育を積極的に展開してきている｡

日立製作所は,これらグループ内の運用やシステム構築,コ

ンテンツ作成で培った経験を生かし,以下の35ページまでの

製品の一部を含む人材開発ソリューション"LearningGate”と

して提供している｡このソリューションは,(1)コンサルティング

サービス,(2)システム構築サービス,(3)アウトソーシングサービ

ス,および(4)コンテンツサービスの四つのサービスから成り,さら

に多くの学習者にとって学びやすい,人材開発に有効なソリュー

ションヘと,日々進化させている｡

経営戦略に基づいた人材戦略の策定

人材開発ニーズに合わせた教育･研修カリキュラムの設計,診断

人材開発計画に沿ったeラーニングシステムの概要設計,導入支援

教育･研修の｢評価+プロセスの構築･見直し

人材戦略,人ネオ開発を支援する各種システムの設計,構築

教育･研修の提供や講師派遣,ブレンディング研修の設計,実施

e-ラーニングシステムのASPサービス提供

企業内,大学向け教育ポータルサイト構築支援

レディメイドコンテンソの提供

コンテンツの制作と制作支援

注:略語説明 ASP(ApplicationS即ViceProvider)

日立グループ社員へのe･ラーニングの｢環境教育+(左)と

｢輸出管理+(右)の画面例

音声とプレゼンテーション画面の同期をとった形でのコンテンツな

ど,TPO(Time,Place,Occasion)に合わせたオリジナルコンテンツ

を製作し,活用している｡

サービス開始以来,e-ラーニングを利用する文化は浸透してきており,

例えば｢情朝セキュリティポリシーの順守+コンテンツの場合.2004

年3月から9月末までの7か月の間に,日立製作所･グループ会社

を含めた8万6,000人が利用した｡教育展開にあたっては,事業所

やグループ会社ごとに管理者を登銀し,末受講者に対するきめ細かな

受講フォローを実施している｡
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人財育成のためのアプリケーションパッケージ

｢リシテアCareer+

｢リシテアCareer(キャリア)+は,

経済産業省が推奨しているIT

(Information Technology)スキ

ル標準であるITSS(IT Skill

Standard)をベースとした人財育

成システムである｡このシステムを

適用することにより,社員のスキル

を職種･分野ごとのレベルで達成

度管理することが可能になる｡

スキル管理は,計画系,研修系,

および実績系の三つのモジュール

によって行う｡例えば,社員は期

初に,ウェブ人力で目標管理によ

る目標設定を行い(計画系=

Plan),業務と密接にかかわる教

実績系モジュール

パーソナルプロファイル

スキル管理

職務内容歴

教育受講歴

資格免許歴

｢リシテアCareer+の概要

汎用検索

ナレッジ共用

人財戦力分析

l

See_.§ Plan

スキルアセスメント

(スキル診断機能)

キャリアナビゲーション

(キャリアアップ支援)

キャリアチャレンジ

(スキル開発計画作成)

研修系モジ

研修カリキュラム作成 教育申し込み･承認

受講状況,成績管理 教育受講

育を受け,その教育履歴を蓄積す

る(研修系=Do)｡さらに,期末には期初の目標を評価する

(実績系=See)｡｢リシテアCareer+は,このような形でPlan-

Do-Seeを実現させることによってIT企業の人財価値を高め,

人財マネジメントを実現するための画期的なツールである｡

(発売時期:2004年8月)

畠ITスキル標準と研修ロードマップの動向
l

事業戦略 ＼ システム開発 ＼サービス
･マーケテイング ･汀アーキテクト ･ソフトウェア開発
･セールス ･プロジェクトマネジメント ･カスタマーサービス

･コンサルタント ･lTスペシャリスト ･オペレ"ション

･アプリケーションスペシャリスト ･教育

上級
レ/ヾノレ

中級
レベノレ

ン＼

初級

i

入門
レベル

従来の研修

lTSSの概略体系と日立製作所の研修メニュー拡充方向

321

経済産業省は,ITスキル標準(ITSS)に

より,IT技術者の職種と技術レベルを定義し

ている｡

職種としては,ITにかかわる事業戦略策

定,システム開発,およびサービスの分野で,

コンサルタント,ITスペシャリスト,教育など11

職種が定められている｡IT技術者のスキル

向上のためには,高度な専門的IT知識の

習得に加え,事業戦略,サービスなどの幅広

い知識･スキルが必要となる｡

日立製作所は,これまで,ITの研修やカ

リキュラム作成コンサルティングサービスを掟

供してきた｡今回,ITスキル標準に対応した,

さらに高度な専門的IT知識の習得講座に加え,事業戦略,

サービスの知識･スキル習得のための研修講座を準備し,

2005年4月から提供していく予定である｡



電車≠垂三重二竪

"lTSolutionforCampus”を支える学内データ連携システム

t

従来,大学では事務･教育･研究･図書館などの部門単位に

システム構築を行ってきたが,現在,それらを連携させた付加

価値の高いシステムへのニーズが高まっている｡

このニーズに対応する総合的なソリューションサービス"IT

Solution for Campus''の一つとして,今回,学内の組織形

態･システムの実装状態に合わせ,安全･確実なデータ連携を

実現する｢データ連携システム+を開発した｡

導入ベンダーや導入時期,オペレーティングシステム,

DBMS(Database ManagementSystem)などが異なる学内

の各システム問のやり取りは,これまでは手作業やファイルでの

受け渡しが人手によって行われていた｡このシステムにより,学

内情報の統合･連携を簡易な手順で実現し,学内業務の効率

化を可能とする｡

(出荷時期:図書館システムは2003年12月,学務システム,

データ連携システムは2004年10月,その他システムも順次出

荷予定)

踊
凶
皿
岨
■一

教育･研究分野

e-ラーニンク

授業支援

講義配信

研究支援

学生支援

ネットワーク

基

大学経営分野

法人管理

諾意正･セキュリティ

基
㌧㌦火ゝ叱∨ヱ

図書館分野

図書館

電子図書館

も

事務分野

教務処理

経営支援

"汀SolutionforCampus”の機能の位置づけ

会計システム

財革

固定賀

情報

産情報

教員･職員情朝

入試〕

事務システム

才.花..ご甘卜平』

蔵書利用統計

稼動統言十

経営支援システム 図書館システム

各種事務

処理
入試処理 進路支援

授業支援システム

義情報

利用者情報

書誌情報

研究者情報システム

アンケート結果稼動統計

データ連携システムのイメージ

ウェブ対応支援システムHIT-sclass.''の中国版

IT's class.は,授業に関する情報をホームページに掲載す

ることにより,授業の円滑化を図る支援ツールで,現在わが国

の大学で導入されている日立公共システムエンジニアリング

｢百盛.

･ロロ

】l 授業のウェブ化

"Digiclass･

学生･
㌍

閲覧者 き

教員･

編集者

卜
沖
㌔

履修時に活用

翠地域住民･
高校生

予習･復習

㌔

大学の授業概要を閲覧

"Digic】ass.”の概要

レポート提出

秋作L

朽l

旦L.._-一旦l書取寸詑
dヰ●.t ■･〉

皇LTJl■･j
望三.【_～+生月

土ま三三.】.三1
与址Tl-_ ●弓

株式会社の製品である｡IT's class.を小国で展開するため,

中国名``Digiclass.''(仮称)で製品化した｡

授業評価

l､ミ寸･寺斥弘11ギ貼一三

=

*は｢他社登録商標など+(153ページ)を参照

〔IT'sclass.の主な特徴〕

(1)教員と学生の双方向情報交換

(2)ブラウザからのコンテンツ直接編集機能

(3)閲覧者のアクセスレベル設定機能

以上に加えて,巾巨川小ナの製品とするため,

北京工業大学の教員と学生の協力を得て,

製品評価を行った｡l∴‖司の授業形態に合わせ,

1□10コマまでの授業に対応できるようにカスタ

マイズした｡

今後,主に中国の大学向けに販売する｡

(北京日東北工大信息系統有限公司)

(発売時期:2004年10月)
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夢高等教育機関向けe-ラーニングシステム
"ト‖PLUSforCampus(01･10)”

高等教育機関向けe-ラーニングシステム"HIPLUS for

Campus(01-10)'では,WBT(Web-BasedTraining)を含む,

授業(科目)の計画,実行,評価までを一貫して支援する｡

題〔主な機能〕

(1)学習支援

WBT,レポートなどの課題提出に加え,授業で使用する教

材の取得,学生間や教員とのコミュニケーションをオンラインで

行い,学習を支援する｡

(2)学習管理

匡∃

･教材編集エディタでオーサリング

･教材マネジャーでの教材管理

･用語集作成

･アンケート作成

･自己学習

･テストの解答･自動採点

･教材の事前取得

･アンケート回答

教材データ

成績･履歴データ

"HIPLUStorCamp=SH

サーバ

オプション
テスティング機能

レポート管理機能

かんたん教材作成システム

"HIPLUSforCampus(01-10)”の機能

岳叩一一t■

･通知

･質問回答

･メーノレ

コミュニケーション

･成績や出席1犬況の管理

･進捗(ちょく)状況のチェック

･科目作成による,学生や教材の
グループ分け

･アンケート集計

携帯電話によるユピキタスe･ラーニング

WBT教材をはじめ,さまざまなファイル

を教材として科目に割り当てて学生に公

開できるほか,WBTやレポート,その他の

評価項目と爪席状況を統合した成績管理

ができ,科目の計画,実行,評価までを一

貫して支援する｡

(発売予定時期:2005年4月)

携帯電話のマルチメディア機能は第三陛代機の登場によっ

て大幅に強化され,携帯電話で動画やアニメーションなどを活

用したマルチメディアe-ラーニングが可能となった｡

携帯電話によるe-ラーニングは,高い携帯性により,パソコン

での学習補完だけでなく,反復学習にも適している｡このよう

な特徴をさらに高めるために,学習中の通信を不要にする｢コ

ンテンツ管理システム+と,操作性を高める｢WBT出題システ

ム+を開発し,いつでもどこでも気軽に学習できる環境を実現

する｡

〔主な特徴〕

(1)クオリティの高い動画や音声,テキスト,アニメーションなど

を組み合わせた効果的なe-ラーニング環境を提供

(2)携帯電話専用の榊題システムによって,高いユーザビリ

ティのWBTを実現

(発売予定時期:2005年夏)

34L

管理用

/†ソコン

,短
屯た

進捗(ちょく)ゝ
受講者フォロー

教材素材

圏〔垂直重奏車重〕〔亘夏至≡亘〕
〔二二重垂二⊃

コンテンツ生成･変換

コンテンツ配信サーバ

[コ罠

パソコン

学習支援機能

･マルチメディア教材再生
･WBT出題システム

携帯電話---七･:_鷲爵′･コンテンツ管理システ

各種コンテンツ再生
A‾-東_d

兼

一丁!く†1卦ぎ､･芋て古寺■†二･

･'与㌻)■■‾ミ′ミ,-1-フと!二十′

動画,音声
着ノ

77ニメーション
箋 畜
弘

一 ノ式

SMtL

‾

l+_､･山･

HTML Me代Ji

ム

注:略語説明 HTML(HypertextMarkupLan9Uage)

SMl+(SynchronizedMultimedialntegrationLanguage)

WBT(W由一BasedTraining)

携帯電話e-ラーニングの概要



磯 ソリューション･サービス

急5

EZプレゼンテーター用デジタルボード連携オプション

l"DBRecorder”

EZプレゼンテーターは,パソコンに接続さ

れたカメラ映像とPowerPointスライドの同期

型ウェブコンテンツを自動生成するe-ラーニン

グ向け製品である｡

デジタルボード連携オプション

``DBRecorder''では,教育現場の板書を含

む講義のコンテンツ化への要望に合わせて,

EZプレゼンテ一夕ーと電子黒板デジタルボー

ドを連携させ,手書き情報を含むコンテンツ

生成を可能にした｡

これまで行っていた撮影後のパソコンへの

取り込みや編集といった専門知識を必要とせ

ず,デジタルボード使用時に録画ボタンを押す

だけでリアルタイムにコンテンツを作成できる｡

EZプレゼンテーター

鵜

コンテンツ作成環境
デジタルボード連携オプション

"DBRecorder”

国

一段

≦利用者

萱鎚
LL

し∈攣
EZプレゼンテーターの概要

コンテンツは,ネットワークでの配信も容易なため,授業終了

後の復習,レポート作成,欠席対策などに,多数の学校･教育

機関で利用されている｡

匡趣

ストリーミングコンテンツクリップ技術

il澗:20りl/Og/

昧.名:†P_ll

空音左石漠儲熱烈
イ

t2)(3〉
l

vl

(l)亡う一ニンゲはすべて珊下に

偶感三三ご二:

撃替攣琵観 l

ゾlさ主恩真鶴百

l

Vl

】._+

讃晰ほ:脚

ペンの峡鳴こアィ′ブ

イベント: S【TFr)Cし6

Ⅷ書: 00 ロ

ゾ厘l■: nO 8

バッテリ: 正帯

プロダクトp;1卸㈹ll

陀爪P8d: 8nl〔Ⅰ

オフソ1クト敷:∋

_+些空竺____+

_一撃竺_+
堅空空軍+

γ月撃と三三望埜重+
+ 些望王竪_+

恥 l

ストリーミンクコンテンツとテスト画面を対応付けるシステムの画面例

教育業務･コンテンツ
管理センター

補習

コンテンツ 家庭

｢戸===

企業内研修,

学校,学習塾

授業映像

アーカイブ
データ

ストリーミンクコンテンノダノップ技術の適用例

(§妻

オンデマンド

〈≒コ 些

EZ-Plat

コンテンツ管理･配信環境

プレゼンテーション画面とプレゼンターの映像や音声を同期さ

せて作成できるストリーミングコンテンツは,簡単に作成できるe-

ラーニング教材として注目されている｡このストリーミングコンテ

ンツをさらに使いやすくし,学習者への恩恵を大きくするため

には,作成したコンテンツを細分化し,所望の個所からの再生

を簡単に行えることが重要である｡

ストリーミングコンテンツグノップ技術は要素技術であり,プレ

ゼンテーション画面巾のテキスト情報や,それを補完する教師

の音声情報などを手がかりに,特定のキーワードがストリーミン

グコンテンツのどの個所にあるかを探すことを支援するものであ

る｡これにより,教材作成者がストリーミングコン

テンツを編集する手間が軽減するなどの利点

が見込まれる｡現在,製品化に向けて検討中

である｡

補習コンテンソ

による学習



轟CyberGovernmentSquareが描く
l lTを活用したクオリティライフの実現

わが国初の電子行政ショールーム"CyberGovernment

Square”は2000年3月に東京都港区に開設され,これまでに

約1万8,000人が来場している｡

2004年4月には,｢使いやすく信頼できるユビキタス社会を

目指して+をテーマに,全面的なリニューアルを実施した｡最先

端の技術を体感できる場所としてマスメディアに取り上げられ,

各方面で大きな反響があった｡

5周年の節目となる2005年には,｢クオリティライフの実現に

向けて日立ができること+を,さらにわかりやすく,具体的に提

案していく｡

(CyberGovernmentSquareのホームページ,

URL:http://www.hitachi.co.jp/cgs)

室■■【

急61

草/､ ll

鞠軒‾

㌔空昏‡7

明日の電子行政を体感できるCyberGovernmentSquare

lPA事業成果の有効利用を実現した

ナレッジマネジメントシステム

開発テニータの登銀

電子IPA

データベース

讃 卵
㌻耶

織

≡添

電子肝A

情報模索ポータル

成果物

コンテンツ

成果物の登毒表

注:略語説明

"CognosReportNet”

･+_.蓼.,....,

内部情報の多角的,
横断的な閲覧

m

ヒ土ここヨ空慧鼓≡.+

"DocumentBroker”

"HiRDB”

≡壬∃E⊇

全文検索･概念模索

による類似案件検索

lPA(l=formation-teChno】ogyPromotionAgency,+apan;

独立行政法人情報処理推進機構)

ナレッジマネジメントシステムの概要

し邑..1

独立行政法人情報処理推進機構(IPA)は,事業の実施結

果を再利用し,公募審査業務や事業全体の分析などに役立

てることを目的に,ナレッジマネジメントシステムのエンハンスを

計画した｡

日立製作所は,IPAの業務システムである｢電子IPA+に

登録された事業の成果とその関連データ(開発者,開発金額,

開発時期など)を容易に閲覧,検索できるシステムを構築した｡

今回構築したナレッジマネジメントシステムは,IPAの内部

情報を多角的,横断的に参照できるレポート閲覧機能と,全文

検索･概念検索による類似案件検索機能を備えている｡レポー

ト閲覧機能はCognos ReportNet*を,類似案件検索機能は

H立製作所の文書管理基盤ソフトウェア``DocumentBroker''

とリレーショナルデータベース``HiRDB''を用いて構築した｡

(システム稼動時期:2004年1月)

*は｢他社澄録商標など+(153ページ)を参照



磯二ソリュlション･サービス

オンラインで戸籍に関する交付請求,交付,届け出を実現する

｢戸籍手続オンラインソリューション+

法務省は2004年4月に戸籍法施行規則を改正し,戸籍手

続きのオンライン化が可能となった｡住民は,自宅からインター

ネットを利用して戸籍証明書を請求でき,婚姻届けなどの届け

出も可能となる｡

日立製作所は,法務省からの委託作業として｢戸籍手続オン

ラインシステム構築のための標準仕様書+を策定し,実証実験で,

業務要件と技術要件の検証を行った｡その結果,戸籍に記載で

きる約5万6,000の戸籍統一文字をオンラインで正確に入出力す

る方式を確立し,文字に関する技術的課題なと濠解決した｡

このソリューションでは,実証実験から得たノウハウに加え,

⑳
戸籍証明書の交付請求

ンクーネット

婚姻･出生などの届け出

国民

｢戸籍手続オンラインシステム+の概要(左)と,利用画面例(右)

分子科学研究所納め

市区町村

｢戸籍手続

オンライン

システム+

戸籍情報

システム

自治体職員

｢戸籍手続オンラインシステム+と連携する既存戸籍情報システ

ムの300団体を超える販売実績や電子申請分野での市町村

共同利用型電子申請システムの稼動実蘇に基づく技術とノウ

ハウを凝縮し,2004年7月から調査分析支援･基本計画策定

支援などの導入コンサルテーションサービスを提供している｡

2005年3月にはこのシステムをパッケージ化した製品を販売す

る予定であり,導入検討からシステム構築,運用,保守にわたっ

てトータルなサービス提供が可能である｡

(ソリューション販売開始時期:2004年7月,製品販売予定時

期:2005年3月)

↓東西市

曲ヒ∩別1 Il頭 口n▲ロ苫一'′t芸

沖】人

+[

･･サ.噂】.廿.∧･.セ占
+巳｢

+.･汚職 1仙

オンラインで請求でき,オンラインで電子戸籍証明書が交付される｡

電子戸第証明書の内容は,各市町村から無償で配布されるビューアで確認できる｡

グリッドコンピューティングシステム構築･運用ソリューション

ダ恥ド薫鉦研究

機能性ナノ分子

ナノ電子系

ス号′ナノテクノロジー･の計算科学

ナノ分子集合体 複合ナノ材料設計

ナノ磁性

境

統合ナノシミュレーション

並列化支援,グリッド化支援,性能チューニング支援 など

標準グノッドミドルウエア･クラスタソフトウェア＋NAREGにドルウェア

による環境構築･センター運用

SRllOOO(50ノード,5.4TFLOPS)

量漑眉

AlX*/POWER4＋*プロセッサ搭載

国立情報学研究所 ｢

HA8000クラスタ(449ノード,5.5TFLOPS)

Lmux/Xeon*プロセッサ搭載

汁一一一′

国内研究機閤

泌､..叫㌦ぷ′れ､

民間企業

注:略語説明 FLOPS(Floatin9-Point【nstructionsperSecond)

分子科学研究所納め｢グノッドコンピューティングシステム+の概要

文部科学省の主導下,NAREGI(NationalResearch

GridInitiative)プロジェクトが進行中である｡このプロジェクト

は,国産グリッド技術の開発と民需への成果適用を目的に,ナ

ノサイエンス分野に焦点を当て,分子科学研究所を拠点とし

て,研究開発用グリッド環境の実証を目指すものである｡

日立製作所のスーパーテクニカルサーバ"SRllOOO''と,ア

ドバンストサーバ``HA8000”をノードとする大規模クラスタシス

テムとにより,この実証の基盤システムを構築した｡

標準的なグリッドミドルウェアであるGlobusToolkit*やUNI-

CORE*,クラスタソフトウェアのSCore*などのオープンソースを

活用し,ユーザー利用とNAREGIプロジェクトの研究目的の

双方の観点からサイエンスグリッド環境を実現し,運用中であ

る｡今後,NAREGIミドルウェアを順次導入し,さらに高度なグ

リッド環境へ拡充する｡

(サービス開始時期:2004年3月)

*は｢他社登録商標など+(153ページ)を参照
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蓮顧客の声を反映した｢介護保険システムV3+

自治体向け介護保険事務支援システム｢ライフパートナー/P

バージョン3+を2004年6月にリリースした｡これまで全国の多く

の顧客から寄せられた意見や要望をQFD(Quality

Function Deployment:品質機能展開)で分析し,これを反

映した新バージョンである｡

〔主な特徴〕

(1)見やすく,わかりやすい画面デザインの採用と,スムーズ

な画面切換によって初任者にも優しい操作性を実現

(2)職員が行うべき業務を把握するためのステータス機能や,

業務の流れに沿って処理を行えるようにくふうしたメニューと対

話形式で実行が可能な一括処理の採用により,業務の効率

性を支援

(3)個人情報の保護に向けてのセキュリティ機能を搭載

介護保険制虔は2006年4月に大幅な法改正が想定され,

これに対しても迅速かつ確実に対応していく｡

被保険者資格の取得に

関する業務

保険料賦課･納付に関する業務

要介護認定に関する業務

給付実績の管理に関する業務

ライフパートナー/P

市町

買

資格管理

納付管理

認定･受給者管理

給付実績管理

£コ

フル

(a)

見やすくわかりやすい画面デザインの採用

給付制限,受給減免,保険料減免,

滞納･未納情報を表示し,被保険者

の状態をきめ細かく把握できる｡

住民から提出される申請書の様式･

項目に合わせた,入力が容易な画面

構成

照会ボタンによって資格･納付･受

給･給付など各業務分野での情報を

横断的に確認でき,住民からの問い

合わせに迅速に対応できる｡

給付適正化
オプション

給付適正に

関する情報管理

訪問調査

システム

訪問調査管‡里

団
晶

ライフパートナー/OM

ポート

二i乙正:+え山王三

肝‾‾丁て｢‾:′

一石‾■‾｢暮▲.‾q■払一石

空当 イ

.盟J

｢‾⊥‾‾

r‾+■‾‾‾‾‾‾‾■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■｢

(b)

ライフパートナーシリーズの概要(a)とライフパートナー/Pバージョン3の特徴(例)(b)

毒職員の利便性と業務の効率性を追求した統合内部事務ソリューション
l"GovernmentPartner肘

枕合内部事務ソリューション"Government Partner”では,

職員ポータル,電子決裁基盤,文書管理,財務会計,総務支

援といった自治体行政のバックオフィス業務をトータルシステム

聴鼻ポー釦レ

毎頭

総務支援システム

国
申請書など

裁碁盤

3魯

配

□

財務会計システム

国
伝票など

職員ICカード

セキュリティ確保

文書管理システム

国
起案文書など

盈 盈 晶 凰 盛
決裁･合議･審査

統合内部事務ソリューションの概要

として提供し,部門の壁を越えた情報の共有と迅速な意思決

定を実現する｡

各業務システムでは,碑面デザインや操作性を統一し,簡単

内部情報

データベース

保管･保存

かつ確実に業務を遂行できる｡シングルサインオン

と各業務システム問のデータ連携により,作業の

効率化と情報の利活用を促進する｡電子決裁

基盤はⅩML(Extensible Markup Language)

ベースのAPI(Application Programming

Interface)で,システム拡張に柔軟に対応する｡

さらに,指静脈認証などの生体認証と組み合わ

せることで,高度なセキュリティを実現している｡

多様化･高度化する住民のニーズに対し,自治

体には資源を最大限に生かす行財政改革が求

められている｡このソリューションは,このような需

要に対応するものとして期待できる｡

(リリース開始時期:2004年4月)



癒 ソリューション･サービス
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醐雌静lあいち電子自治体推進協議会納め

｢電子申請･届出システム+

愛知県と県内市町村(名古屋市を除く)が各種の情報シス

テムと情報ネットワークを共何で整備,運営している｢あいち自

治体データセンター+に,住民が自宅や職場のパソコンからイン

ターネットを利用して｢いつでも+,｢簡単に+申請･届出などの手

続きを行うことができる｢電子申請･届出システム+を納人した｡

現在は,愛知県分の申請･届出手続きの運用を行っており,

今後は艶内市町村分へと,共同利用革竺の電子申請サービス

へ提供範脚を順次拡大させていく｡

〔主な特徴〕

(1)日立製作所の電子申請システム構築基盤パッケージの適用

(2)全国標準仕様に準拠した複数手続きを電子申請として

受付できるシステム

(納入時期:2004年7月)

夢

あいち電子自治体推進協議会｢電子申請･届出システム+

奄
クライアント

靡

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申請データ

審査完了

通知

データセンター

曲
｢電子申請･届出

システム+

因

仙
終
合
行
政

､
不
ッ
ト
ワ
ー
カ
ノ

確掛審査

結果登音義

愛知県･市町村

㊨
受付端末

印刷

蒜芸罠雷

電子申請システム構築基盤パッケージの構成

利用者

儲胤偽劇

蛸

ロ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

構
築
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

*
V
E
S
T
-
B
U
L
E

共同利用センター

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

電子申請システム

｢アプリパートナー+

電子申請/窓口基盤ソフト

｢アプリポーター+

総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ム

鰍盟

自治体日

朝
既存システム

注:*VESTIBULEは,日立公共システムエンジニアリング株式会社の製品である｡

あいち電子自治体推進協議会｢電子申請･届出システム+の概要(上)と電子申請システム

構築基盤パッケージの構成(下)

汎用コンピュータ無人自動運転による住民サービスの向上

l

AP8000

AP8000 vos3/LS

VOS3/LS

A ONARC

閻

SANRISE9970V

仮想MT

磁気テープ
装置 3583LTO

SOC-2

[:コ

[
]
□

昏

[=Fju

注:略語説明 MTL(MagneticTapeLibrary)

ACONARC(AdvancedConnectionArchitecture)

汎用コンピュータ無人自動運転システムの概要

蔑
ミニ市役所

ヨ[コ

兵庫娯加古川市は,近年の市民向けサービス時間拡大へ

の要請にこたえて,JR加古川駅南にミニ市役所を開設し,

_-l二曜･日曜･祝日を含む朝8時から夜き川寺までの市民サービスを
開始した｡このサービスの実施にあたっては,既設のホスト

資産を活用し,汎用コンピュータシステムの休口無人化自動

運転で職員の運用負荷を低減し,最小限の投資でサービス

拡大を実現した｡

今回の機能実現には,設計から導入,運用までを日立製作

所が支援した(VOS3ステップアップサービス)｡データバックアッ

プ作業のハンドリングをなくし,処理時間を短縮するために,

Ⅴ()S3統合ストレージ管理"DMFVTLS'',"DMFOPDS”と磁

気ディスク装置SANRISEおよびLTO*を組み合わせ,システム

運転支援装置"SOC-2”と統合システム運転機能"AOMPLUS”

の連携によって日動運転を実現した｡

(納人時期:2004年3月)

*は｢他社登録商標など+(153ページ)を参照



盛統合業務パッケージ"GEMPLANETVer.2”をコアとした
l基幹東面ラウ■-■iニラiラ⊂00■陀つ葛つとつ附'mrⅣ廿■ンに■⊂■‾つ‾=て

国際競争の激化や顧客ニーズの多様化といった市場変化

を的確にとらえ,エビキタス情報社会における新しいビジネスス

タイルを早期に確立することが企業に求められている｡

統合業務パッケージ"GEMPLANET Ver.2''では次世代

のエンタープライズアーキテクチャに基づき,企業内統合から企

業間プロセス連携という新しいシステム環境を実現する｡

〔主な特徴〕

(1)3層アーキテクチャによる完全ウェブ対応

(2)統合データベースによる基幹業務の完全統合

(3)特定の業種･業態に対応したテンプレートの提供

(4)豊富な連携ファミリー商品(GEMPLANETファミリー)の

提供

(5)プログラムレスで必要な機能を作成できる｢アドオン支援

機能+を標準装備

日立グループが持つノウハウ,プロダクト,サービスを連携し,

成長する企業を支援する中核ソリューションとして拡充していく｡

(発売時期:2004年11月,製品出荷開始:2005年1月)

GEMPLANETファミリー*

GEMPLANETソリューション･サービス

分析

サービス

計画
サービス

構築
サービス

教育
サ｢ビス

保守
サービス

運用
サービス

理

オ
プ
シ
ョ
ン

基
本
梨
ロ

ロlコ

･販売分析

･品質管理

･固定資産管理

･手形管理

･社員ポータル

･目標管理

･シミュレーション
(人件費,退職金)

注:*GEMPLANETVer,2と標準インタフェースで接続が可能な

日立グループのパッケージソリューション群

GEMPLANETをコアとしたソリューション体系

惑環境CSRと製造トレーサビリティを実現する
l繭 ソリューション

製造業の経常革新を強力に支援するEco&PLM

(EcologyandProductLifecycle Management)

ソリューションを開発した｡このソリューションは,製造

実敵情報から製品個体の製造履歴情報を生成する

ことで,環境規制に対応したCSR(Corporate

SocialResponsibility)を確実なものにすることを第

一の目標としている｡

これは,日立製作所の情報事業系ハードウェア事

業を先行事例として開発したソリューションであり,

EU(欧州連合)を中心として強化される環境規制に

確実に対応するために生まれたものである｡

最大の特徴は,RH-BOMにより,製品の個体情

報を製造から保守･廃棄に至るライフサイクル全般で

その構成情報を参照することができる点にある｡この

401

事故発生時のコーポレート危機管理

勘(車重) メッセージ
発表･会見

事故部品･材料 影響製品･当該製番

報告

社内プロセス

サプライヤー

州 琴〕2
部品情報
データベース

調達

PDM

ERP

製造
指示

土色恒垂ニー軒

MES

(3)

RH-BOM

市場側プロセス

匪垂垂

社外

丁ザ
インタ′

フェース

(4)≡
トレーサビリチィ

圏｢デ～チベ丁ス

千十㊨

廃 リサイク

ル業者
現在地情報
保証情幸巨警鐘

保守構成変更
リユース情報

政府関連

年間化学物質

出荷総量報告

など

(1)調達部品情報の

収集と記事最

(2)設計情報管理

(3)製造実績情報の

収集と管理

(4)統合BOM情朝の

記銀と応用

注:略語説明 QA(QualityAssurance),PDM(ProductDataManagement)

MES(Ma=UfacturingExecutionSystem),ERP(EnterpriseResourcePlannin9)

RH-BOM(RealHarmonious8=ofMaterials)

Eco&PLMの概要

個体管理情報によって製造時･廃棄時の化学物質

含有量を正確に把握することが可能になるため,規制を確実

に守ることができる｡

今後,RH-BOMは,製造情報のすべてを参照するための

経営データベースに進化させていく｡



磯 ソリューション･サービス

l朋

社団法人北里研究所納め儲
l インターネットを経由した臨床データ管理システム

2003年4月に厚生労働省から発表された｢全国治験活性

化3カ年計画+の一環として,がん領域におけるわが国初の本

格的な医師主導治験(一般名:メシル酸イマチニブ)のデータセ

ンターとして指定された社団法人北里研究所臨床薬理研究

所の基盤システムとして,HITCANDIS/DMを納入した｡

米国FDA(FoodamdDrugAdministration)審査官の経

験を有し,この研究所長を兼務する北里大学大学院臨床続

計部門の竹内正弘教授は,わが国の治験の現状を踏まえた,

がん治験についての新たなビジョンを描いた｡これを受け,イン

ターネットを経由したグローバル対応システムとして,HIT-

CANDIS/DMを新たにバージョンアップした｡

現在,学術連携している米国ハーバード大学関連の病院や

研究所が使っているシステムとの統合を図るための共同研究

を推進中である｡

(納人時期:2004年8月)

感興担些 ユーション

l

デジタル放送の進展に伴い,放送業界の業務でも,VTRテー

プ中心の｢アナログ+からMPEG圧縮技術を活用した｢デジタ

ル+への変革が進行中である｡

運用管理

データベース

素材

幽
テープ

素材

盈
送素木

デジタル変換
声革億卑 サーバ

低解像度

デジタル変換

デジタル放送

コンテンツ

感蒜…暫

データ
ベース

ウェブサーバ

アプリケーションサーバ

アプリケー
′

ション

大容量ストレージ 配信サーバ

昏
半顎短
コンテンツ

配信
ソフトウエア

注1:叫(映像情執コンテンツ情報)嘲(MPEG映像,コンテンツ)

注2:略語説明 MPEG(Movin9PictureExpe什SGroup)

lT映像ソリューションのシステム構成例

亀

｡鮭>

C/S版と同様の手法で,

EDCの入力画面を簡単

に設計できる｡

野
旭サ后正8 十◆

C/S

㌢1〆露㌔

イメージ HTML形式ミ

2種類のEDC画面が生成される｡

･教育不要なイメージ形式の入力画面

･レスポンスが速いHTML形式の入力画面

Fデータ資源の共有化構造

による,EDCと紙の併用が
可能

C/S版同様,高品質なデー

タ管理を実現

試験

データベース

軒 ､■巨∋〕m‾W¶叩耶

スポート

DMシス

注:略語言党明 CRF(CaseReportForm),C/S(C‖ent-SeⅣer)

∈DC(ElectronicDataCapture),HTML(Hype仙∋XtMarkupLan9Uage)

HITCANDIS/DMのEDC機能

このIT(InformationTechnology)映像ソリューションでは,

デジタル映像素材をITによってMPEGに変換した後にスト

レージへ蓄積し,パソコンからオンデマンドで映像の検索･視聴

企業内

ネットワーク 視聴端末

国

を可能とする｡用途は,映像素材の管理･

検索のほか,放送される番組の放送同時録

画や視聴率データ分析などがあげられるが,

まだ発展途上である｡期待される効果は,番

組情報の共有による番組制作リードタイム短

縮や,省力化による業務効率の向上である｡

今後のMPEG映像の整理･蓄積とブロード

バンド放送の普及により,自社番組の視聴機

会拡大が放送局のブランドロイヤリティを向上さ

せ,事業機会を拡大させるものと予想される｡



童経営コックピット"SOFIAWING”
l

近年の経営環境の急激な変化により,企業の市場への即

応力がますます重要になっている｡そのため,ERPやSCMな

どから経営情報を収集し,統合的に分析･予測ができるシステ

ムの実現が求められている｡

"SOFIAWING''は,財務情報(受注高や売上高などの経

営指標)の実績値と予測値を,日次単位にビジュアルかつ瞬

時に把握できるシステムである｡これにより,経営状況を一Hで

把握し,迅速･的確な経営判断を可能とする｡

今後は,経営品質の向上を支援する機能を提供し,｢知的

資本経営+の実現を目指す｡

〔主な特徴〕

(1)ウェブ上で売上高･損益･在庫などの財務情報を統合的

に表示する機能

(2)拠点,製品単位にドリルダウン分析し,過去数値を比較

する機能

(3)製品の出荷台数,値引き率を変更し,損益などをシミュ

レーションする機能

(4)知的資本経営を支援するBSC(バランストスコアカード)

管理機能

(発売時期:2004年6月)

邑l
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経営コックピット"SOFIAWING”
¢dⅣ白¶■∨(触011im8〉
｢‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾≡=

!j些二世__旦[坐

t聖竺唾･!】

じ‾iこ涌.指･+盲己与昌.‾‾当盲亘i

(1)WW在庫･売上日

次把握(グラフ･数

値),製品･チャネル

別ドリルダウン

ウェブ表示

[コ

(2)予算と実績の

比較

[::::::::コ:100%以上
[::=:コ:80～99%

⊂=::コ:79%以下

弄演芸ど受注システム遥ゾ〉

(3)SCM需給計画

に連動した月末･

期末損益予想

SOFIAWING

データベース

が拶＼

ぷ音

瓜で汽舶などERPシステ

腰･欒言i品
ぷダ

どscMシステ

㌔

も虜ゼ㌦

｡.ぺ､､♂?ぎ三ノミ､三洋恥
ダ
ぜ

櫛㌢一終を､ぷダぜ
や､

てぜ㌔

＼､､､基準

､～ぎⅤ,㌔
注:略語説明 WW(WorldWide),ERP(EnterpriseResourcePlanning)

SCM(S岬PlyChainManag即1即t)

経営コックピント"SOFIAWING”の位置づけと機能概要

チャネル間のサービス連携で顧客経験価値を向上させる

｢統合チャネルソリューションFRE】A21＋+

勘定系
ホスト

ヂ地チャネル

妻団団頂
きインターネット

†ンキング
サーバ

インターネット

業企

-

敵家

禦

l雪男警官砦 システムなど .∀‥ 弧 戯琵静･l･

lフローコントロールl

l端末入出力制御

門琶荒莞
l‾∫パイ

l制御 …≡インフォアクティプ
:堺スクリーンシルエット

カウンター､
コミュニ ‾ンヨノ三

▲

-レ

FREIA21サーハ :ミ＼

…‥…………●･勺ぺ▲t…･……十…∴｡｡…葵
山口端末

◆___,_r

]二ニラン

妻妻ATMt磨慧

l

｢頂.三

J…≠■Jニノ/
む

カード 圭…謂
出納機

乙て､†認

発行機 ニ:-･鼻･
自動通帳三

戦′

指静脈認証者
叫

蔓…箱品証≦ニ
繰鵬三

装置撃
通帳証書…主装置新型相談

LBP
発行機;: サービス端末

注:略語説明 ATM(AutomatedT釧erMachine),LBP(LaserBeamPrinter)

統合チャネルソリューションFREIA21十のシステム構成例

最近,銀行を中心とした金融機関では,顧客の状況ごとに

最適なサービスチャネルに誘導し,顧客に有益な情報をタイム

リーに提供することを目的とした｢顧客経験価値の向上+が顧

客サービスチャネルの大きな目標となっている｡

2004年2月,これらのニーズに対応した｢統合チャネル

ソリューションFREIA21＋+を発表した｡

〔主な特徴〕

(1)｢顧客経験価値の向上+をテーマに,｢気づき+,｢理解+,

｢納得+といった人の意識の連鎖を導き,チャネル間のサービス

連携で高度なセールス･サービスを実現する基盤

(2)J2EE(Java2Platform,Enterprise Edition)*/EJB

(EnterpriseJavaBeans),コンポーネントなど最新のオープン

スタンダード技術の活用

(3)店舗ソリューションによる,肪舗コンセプトの立案から施工,

システム化,運用に至る包括的なソリューションの提供

(発売予定時期:2005年3月)

*は｢他社螢録商標など+(153ページ)を参照



ソリューション･サービス

lT投資最適化に向けた｢NEXTCAPソリューション+における

lシステム生産性向上の追求

IT(Information Technology)の進展と業態の変化が速

い近年,｢選択と集中+の下に最適なIT戦略の展開が求めら

れている｡その巾で,次世代システムに求められるものは,現

行システムの持つ課題の解決にとどまらず,激変するシステム

ニーズに対していかに速やかに対応できる新たなビジネス基盤

を整備できるかということである｡

そのような背景の中で,日立製作所が掟唱する｢次世代金

融ソリューション"NEXTCAP''+では,｢確実性+と｢スピード+を

スローガンにソリューションを提供する｡日立製作所は,金融シ

ステムの要件であるミッションクリティかレ(高信頼･高性能)シス

テムのオープン基盤での実現に向けた技術基盤の強化を中心

としてソリューション整備を行ってきた｡今後は,開発基盤の整

備にも目を向けることにより,強固なシステムによる安定運用だ

けでなく,システム投資対効果を追求した投資コストの全体最

適化によるシステム開発を実現するためのソリューション整備の

強化を行う｡その中でも人きなポイントとなるのは,今後の技術

基盤の変革によるアプリケーションへの影響を局所化するため

の,フリープロダクト(プラットフォームフリー)でのアプリケーショ

ン実装を実現する｢フレームワーグ`Justware”+の括川である｡

軍票霊竿軍記賢(苦孟夏霊)テスト支援琵実習
クロスアッパCASEツール〔品質･進捗(ちょく)･変更管理〕

フレーム･データ部品･業務ルール
(ビジネスロジック)登銀

統合リボジトリ

(設計情報･再利用部品)

RMDA-既存保有資
産調査･比較一参照

対象モデル選定

く>
RMDA-設計･情報の
抽乱再利用可能部品

の抽出

ビジネスコンポーネントプログラム自動生成

次世代オープン基幹系システム

生産性･保守性重視型 高性能･高信頼性重視型

新業務･商晶系 S-CRM･新情報 預金
…融資 ‥.為替

コンポーネント
‥●

系コンポーネント コンポーネントコンポーネントコンポーネント

Justwa｢efo｢Application JustwareforApplication

Justwar(〉forJ2EE JustwareIorOLTP
弓

アプリケーションサーバ OLTP

(Cosminexusなど) (OpenTPl)
ぺナ

……叢;…萱至～染筆碑転蝉轍;′‾ご.妻…苧;;′′～′二･妻妾.申$′鵬-′.…､′三

(a)

L43

そのフレームワークを活用したアプリケーション開発でのキー

ワードは,以下のとおりである｡

(1)ゼロベースの開発排除による｢プラグイン+形態でのアプリ

ケーション開発の効率化

(2)コンポーネント指向開発でのアプリケーションの｢棟能独立

惟+(P/F/Dの3層構造のアプリケーション開発)と｢再利用性+

の確保

(3)｢自動生成+ツールの活用による高品質アプリケーションの

実装

これらのキーワードをベースに,今後,以下のような整備計

画によるソリューションを提供していく｡

〔整備計画の要点〕

(1)基幹系業務コンポーネントを提供し,標準ロジック適用に

よるリリース期間短縮と生産性･保守性の向上(2005年度以降

整備予定)

(2)Justwareを活用したアプリケーション開発標準制定による

ゼロベース開発の排除(製.肘ノリース予定時期:2005年3月)

(3)Justwareの連携機能強化によるSOAベースでのシステ

ム構築の高効率化と高品質システムの実現(製品リリース予定

時期:2005年度)

設計･開発アーキテクチャーコンポーネント･APフレームワーク指向

生産性･保守性向上施策(再利用部品化)

P層 F層 D層

業務ルール

(コンポーネント)

データアクセス

(コンポーネント)

十

プレゼンテーション 業務制御 業務機能 データアクセス

l (コンポーネント) (コンポーネント)(コンポーネント) (コンポーネント) RDB

↓

業務ルール

(コンポーネント)

データアクセス

(コンポーネント)

業務制御コンポーネント

･P暦とのインタフェース

･複数件単位の処理を行う際の繰り返し処理の制御

業務機能コンポーネント(業務機能フレームワーク)

･業務処理のメインロジック

業務ルールコンポーネント

･業務上のルール(制約条件,言十算ロジック)の実装

(b)

注:略語説明 CASE(Computer-AidedSo什wareEnginee巾1g),RMDA(ReferenceModelDrivenArchitecture),S-CRM(SmallCustomerRelatio=ShipMa=agement)

OS(OperatingSystem).oLTP(0nlineTransactionProcessin9),AP(Application),P(Presentatjon),F(Function),D(DataAccess),RDB(RelationalDatabase)

NEXTCAPソリューションでの生産性向上施策(a)とアプリケーション間発形態(b)



ト｢取

も_-

義

ソフ トウェア

･ユピキタス情報社会の進展に伴い,複雑･高度化する汀システムを支える高僧頼なソフトウェアが
求められている｡日立製作所は,サービスプラットフォームコンセプトHarmoniousComputing

に基づく統合システム運用管理"JPl”,コラボレイティブEビジネス基盤"Cosminexus”など

の製品を通じて,顧客のコアビジネスヘの集中とROl(投資利益率)の最大化に貢献している｡

車■一■汀ILプロセス実現を支援する"JPIVersion7才”

企業活動のライフラインとなる情報システムの重要性が一段

と増す中で,日立製作所は,情報システムをビジネス視点で支

える統合運用管理ソフトウェア"JPlVersion7g''を開発した｡

JPlVersion7gでは,日立製作所のサービスプラットフォーム

コンセプトHarmonious Computingの下に,(1)効率の高い

サービス管理でのコスト低減"Manageability'',(2)サービス

占占貿の高可用性維持"Serviceability'',および(3)安全なサ

ービスの管理"Security”の三つの要件を満たすために,

"Service Quality Management”をキーコンセプトに掲げ,継

続的な強化を進めている｡

JPlVersion7∠では,このキーコンセプトに基づき,IT

(Information Technology)サービス提供部門の適切な体制

と活動による運用管理を支援するために,ITサービス運用管

理のベストプラクティスであるITIL(ITInfrastructure

Library)の｢サービスサポート+と｢サービスデル叩+に属する

プロセスの大部分を支援している｡

問題発生による機器の

リリース要件の発生

CMDBへの

登録･変更の自動化

構成管理

リリースの自動化･

遠隔操作

441

2004年のエンハンスでは,ITシステムの維持,向上に不可

欠な構成管理一変更管理一リリース管理の資源ライフサイクル

の自動化と,CMDBの管理面での強化を実施し,ITサービ

スの運用作業の自動化による,作業プロセスの品質向上とコ

スト削減を実現している｡

また,JPl活用の主な利点として,キャパシティ管理･可用性

管理を支援する幅広い監視機能の提供や,ビジネス上のプラ

イオリティに応じて必要なところから導入可能で,適切な初期

投資ができる点などがあげられる｡

今後は,ますます大規模かつ複軌こなっていく企業システム

を効率よく管理するため,キーコンセプト``service Quality

Management”に基づき,ITシステムの最適運用実現に向け

て,ポリシーベース自律運用管理を進化させていく｡

(発売時期:2004年10月)

∴

一i

日 □

情報更新･閲覧･検索の

容易化,自動化

CMDB

システム資源のライフサイクル 変更が必要な

機器の検索

リリース管理

注:略語説明 CMDB(ConfigurationManagementDatabase;構成管理データベース)

システム資源のライフサイクル管理へのJPl適用

変更管理



顧享ソフトウエア

顧客企業のブランド価値の向上に貢献する

ラボレイティブEビジネスプラツトフォーム"CosminexusVersion6”

インターネット技術の実社会への浸透に伴い,電子ショッピン

グなどのさまざまな局面で,ウェブシステムにも高度な信頼性や

性能が求められるようになってきた｡このような状況に対応する

ため,日立製作所は2004年4月に,エビキタス情報社会を

支えるサービスプラットフォームHarmomious Computingの

中核を成すアプリケーション開発実行環境であると同時に,

人や組織,企業が柔軟に連携して顧客のビジネス価値を最大

化する｢コラボレイティブEビジネス+の実現基盤"Cosminexus

Version6(V6.0)”を出荷した｡

V6.0では,定評のあるCosminexusの高信頼Java実行

環境に,日立製作所がメインフレームなどで培ったオンライン

技術を注入し,高負荷時でも顧客の基幹業務を安定して遂行

できるようにした｡さらに,組織の枠を越えた知の交流を実現

するコラボレーション機能や,ヤフー株式会社との提携による

企業向け基幹ポータル機能なども提供し,ミッションクリティカル

な環境で,顧客がITを活用してビジネスをいっそう強力に

ユビキタス

情報社会

爵
業種サービス･ソリューション

山BladeSymphony〃

"CosmjnexusVersion6”の位置づけ

推進できるようにした｡

さらに,エンハンス版のV6.5では,コストパフォーマンスを

向上させるための大幅な性能向上や待機構成を最小化する

新クラスタ機能の提供,システム全体でのノンストップ稼動に

貢献するスローダウンの未然防止機能や障害個所の局所的な

停止機能の提供などを取り入れた｡また,これまでも

Cosminexusで可能であったシステムの柔軟な統合に閲し,

SOA(Service-Oriented Architecture)への対応も強化し

た｡この新たなSOA対応基盤により,ウェブサービスによる新

システムだけでなく,すでに使用しているシステムも柔軟な統合

が可能になり,ユーザーのニーズやビジネスプランの変化に

企業システムが即応できるようになる｡

Cosminexusのこれらのアプリケーションセントリック技術に

よって,今後も顧客企業のブランド価値の向上に寄与していく｡

(V6.5リリース時期:2004年12月)

鎚一瞥飛鮭済済

彩陶

オンライン技術の注入による高信頼化

組織の枠を越えたコラボレーションによる知の創出

大幅な性能向上と構築･運用容易性の向上

SOA対応強化による変化即応システムの実現

プラットフォー

＼＼

コラボレイテすプ､監ビジネス
プラットフォ叫ム

血rm加弧
lね血n古
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蓼障害時の業務停止ゼロを実現する

tコストパフオlマンスの高いデータベースクラスタ技術

情報がライフラインとなった今日,情報システムを支えるデー

タベース管理システムの信頼性がますます重要となっている｡

一一方で,サーバリソースの有効括用によるTCO(TotalCost

ofOwmership)の削減が求められている｡

スケーラブルデータベース``HiRDB''は,ノードごとにディスク

を独立に持つ｢シェアードナッシング型アーキテクチャ+の採用に

よる高いスケーラビリティと信頼性で,ミッションクリティカル分野

を中心に実績を重ねてきた｡叶用性の面では,障害の発生時

にホットスタンバイしている待機ノードに即座に業務を切り替え

て再開する｢糸切り替え機能+を実現してきた｡

"HiRDB Version7”では,従来の待機専用のノードを川

意する糸切り替え機能に加えて,新たに待機専用のノードを

必要としない｢スタンバイレス型糸切り替え機能+を開発した｡

〔技術的特徴〕

(1)ノード障害発生時に,障害ノードへの処理安求をあらか

じめ起動済みの他ノードで実行

(2)ノード障害発生時に,障害ノードヘの処理要求を複数の

ノードで分散して実行

(3)待機専用のノードが不安で,平常時からすべてのノード

で処理を実行

〔運用面での特徴〕

(1)障害時に数秒オーダーでの系切り替え

(2)シェアードナッシング型アーキテクチャにおいて,系切り替

え後もノード間負荷バランスをとり,安定した処理性能を維持

(3)平常時からマシンリソースを有効活用する高いコストパ

フォーマンス

これらの特徴を持つスタンバイレス型糸切り替えは,日立製

作所のサービスプラットフォームコンセプトであるHarmonious

Computingを実現する重要な一機能である｡

今後,ノード追加などのスケールアウトや日常運用業務の自

動化を進め,Harmonious Computingのもう一つのテーマで

ある運用管理コストの低減に取り組んでいく｡

(発売時期:2004年8月)

国
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山神心地仙壷7て,､-√

テ＼-ドゥェア

ビジネスを取り巻く環境が急激に変化する今,その変化に即応するITシステムが求められている｡

【_等 このようなニーズにこたえるため,日立製作所は,サービスプラットフォームコンセプトHarmonious

Computingに基づき,まつたく新しい概念の統合サービスプラツトフォームBladeSymphonyを

はじめ,基幹系サーバやストレージシステムなど,ユーザーにとつて価値の高い製品を提案している｡

網
田
叩
■
■
【

統合サービスプラットフォーム"BladeSymphony”

"BladeSymphony''は,サーバ,ストレージ,ネットワーク,

ミドルウェア,およびサービスを一体として提供する新しい概念

の統合サービスフォームである｡システムの構築,導入,運用

の負担を軽減し,顧客が安心してコアビジネスに集中できる

ように,日立製作所のサービスプラットフォームコンセプト

HarmoniousComputingに基づき,幅広いハードウェア･ソフト

ウェア技術とソリューションノウハウを結集し,製品化した｡

ブレードサーバやストレージ,ネットワークなどのハードウェアを

顧客の要件に応じて柔軟に選択し,これらの設定,監視,操

作,リソース割り当ての柔軟な変更などをシステム管理ソフトウェ

ア``BladeSymphony Manage Suite(ブレードシンフォニー

マネージスイート)”で統合運用する｡統合システム道川管理

ソフトウェア"JPl”と組み合わせ,運用ポリシーに従った高度な

自動運転も可能である｡また,｢プラットフォームソリューション+

や｢ベスト プラクティス スイーツ+など,IT(Information

Technology)ライフサイクルを最適化するソリューションサービス

も掟供する｡

"BladeSymphony”の核となるブレードサーバでは,インテル

夢

(b)
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Ⅹeonプロセッサ搭載のサーバモジュールと高性能なインテル

Itanium*2プロセッサ搭載のサーバモジュールを提供し,これ

らの混載も吋能である｡インテルItanium2プロセッサ搭載の

サーバモジュールでは,′iックプレーンの高速接続機構を介し

た世界初の｢サーバモジュール間SMP(SymmetricalMulti-

Processor)機能+を提供している｡最大8ウェイのSMP構成

により,データベースサーバなどに適したスケールアップによるシ

ステム性能の向上が可能である｡さらに,優れたⅠ/0(Input-

Output)の拡張性,高信頼･高可用技術の採用,国内シェア

1位のディスクアレイサブシステム｢SANRISE9500Vシリーズ+

をベースにした専用内蔵ディスクアレイ装置と,信頼と実績を

誇るギガビットスイッチ｢GS3000/GS4000シリーズ+をベースとし

た専用内蔵LAN(LocalArea Network)スイッチを搭載し,

ウェブサー′iなどのフロント業務から,高い性能と信頼性が

要求されるバックエンド業務までを支援する｡

(発売時期:2004年9月)

*は｢他社登録商標など+(153ページ)を参照

(a)

統合サービスプラットフォーム"BladeSymphony”(a),世界初｢サーバモジュール間SMP機能+を実現するブレードサーバ(サーバシヤシ)(b),

およぴインテルItan山m2プロセッサ搭載のサーバモジュール(c)の外観



意エンタープライズサーバ｢APシリーズ+
I

エンタープライズサーバ"AP8000E”は,64ビットアーキテク

チャに対応したCMOS(Complementary Metal-0Ⅹide

Semiconductor)プロセッサを搭載した,高性能･高信頼･高可

用なプラットフォームである｡OS(Operating System)の

VOS3/LS(VirtualStorageOperatingSystem3/Leading

System Product)とともに,企業基幹システムを支えるDB

(Database)プラットフォーム基盤機能として,セキュリティ機能

やストレージソリューションを強化した｡

エンタープライズサーバ"AP7000''は,命令プロセッサに

POWERプロセッサを搭載し,オープン環境との連携に優れた

プラットフォームである｡OSはVOSl/LSとVOSK(VOS

Kindness)/LS,最新のPOWER5*プロセッサを搭載したハイ

エンドモデル"90A”およびミッドレンジモデル"40A”を提供し,

ラインアップの幅を広げた｡

(発売時期:2004年12月)

*は｢他社登録商標など+(153ページ)を参照

エンタープライズサーバ"AP8000巨”(左)どAP7000”(右)の外観

スーパーテクニカルサーバ｢SRllOOOモデルJl+

高性能プロセッサと高速ネットワークの組み合わせによる優れ

たシステムバランスを実現するスーパーテクニカルサーバ

｢SRllOOOシリーズ+に,大幅な性能強化を図った新モデル

｢SRllOOOモデルJl+を加えた｡

｢SRllOOOモデルJl+では,IBMCorporationとの戦略的ア

ライアンスによって共同開発された最新のPOWER5プロセッサ

(1.9GHz)の16waySMP(SymmetricMultipleProcessor)

を1ノードとし,最小4ノードから最大512ノードまで,ユーザー

の要求に応じたフレキシプルな構成が可能である｡最大構成

｢SRllOOOモデルJl+の外観

48

時の理論演算性能は世界最高クラスの62.2 TFLOPS

(Floating-Point Operations per Second)を実現しており,

従来モデルである｢SRllOOOモデルHl+比で約2.2倍の性能向

上を図った｡

流体解析や衝突解析,気象予測などのほか,ナノ･バイオテ

クノロジー,環境シミュレーションなどの新分野アプリケーション

でも高い性能を発揮し,科学技術計算用のグリッドコンピュー

ティングにも対応する｡

(発売時期:2004年6月)

写真は512プロセッサ構成のものを示す｡



感垂

一ズ+宰高性能･高僧頼のUN】Xサーバ｢EP8000シリ
l

オープンかつミッションクリティカルな業務システムを支える高

性能･高信頼のUNIX*サーバ｢EP8000シリーズ+に,最新の

POWER5プロセッサを搭載して大幅な性能向上と機能強化を

図ったハイエンドモデル``EP8000595''からエントリーモデル

"EP8000520''までの新モデル計5機種を追加し,ラインアップ

を一新した｡POWER5搭載モデルでは,処理性能の向上に

加え,ハードウェア資源仮想化機能とオンデマンド機能の強化

を図った｡

ハードウェア仮想化機能の強化では,LPAR(Logical

Partition)新機能としてマイクロパーティショニング機能をサ

ポートした｡システムリソースを動的に複数のパーティションに割

り当てることができるダイナミックLPAR(動的論理分割機能)で

は,これまでパーティションへのプロセッサ性能の割り当てが

1プロセッサ単位であったのに対し,マイクロパーティショニング

機能により,去プロセッサという論理的な単位できめ細かいプ

"EP8000595”の外観
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ロセッサ能力の割り当てを可能とした｡また,パーティション開

高速通信や,パーティション問でLAN(LocalAreaNetwork)

アダプタやストレージの共有を可能とするLAN仮想化･ストレー

ジ仮想化の機能もサポートした｡

これらのハードウェア資源仮想化機能により,プロセッサの

いっそう有効な活用,容易かつ迅速なパーティション間での

LAN･ディスクの増設･構成変更を可能とし,システムのTCO

(TotalCostofOwnership)削減を実現する｡

オンデマンド機能のエンハンスでは,従来サポートしていた

CUoD(CapacityUpgradeonDemand)機能に加え,ビジネ

ス環境の変化に迅速に対応する新CoD機能であるリザーブ

CoD(CapacityonDemand)機能をサポートした｡これにより,

業務負荷に応じで-一一時的にシステムの処理能力を増強するこ

とができ,ハードウェア資源への投資の最適化を支援する｡

(発売時期:EP8000570,550,520…2004年7月,

EP8000595,590…2004勺三11月)

*は｢他社登録商標など+(153ページ)を参照
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一プロセッサ+ソ=スの利用効率を高め,投資対効果を
最大化

･0.1プロセッサという論理的な単位できめ細かく,かつ負荷に応じて自動的にパーティション問のプロセッサ

能力の割り当てが可能

･効率的にシステムリソースを活用し,投資対効果の最大化とビジネス規模の変化への迅速な対応を実現

マイクロパーティショニング機能の概要



毒IAサーバ｢HA8000シリーズ+
】叩附

インターネットビジネスを支える高い性能と信頼性を追求した

IA(Internet Appliance)サーバ｢HA8000シリーズ+でエンハ

ンスを実施した``cR80(CR804)”は,IAサーバの価格帯で

高拡張性･省スペース･大容睾を実現したコンパクトディスク

アレイ装置である｡

〔CR80(CR804)の主な特徴〕

(1)他社に先駆けてSATA HDD(SerialAdvanced

Technology Attachment Hard Disc Drive)を採糊し,高

性能と拡張性を高いレベルで両立させた｡

(2)3U(Unit=44.45mm)ラック筐(きょう)体に最大15台,

2.4Tバイトのハードディスクの搭載を可能とした｡大容量デー

タシステムにも余裕を持って対応する｡

(3)アレイコントローラ,ファイバチャネルインタフェースなど主

要な部分の二重化により,シングルポイントのエラー障害発生時

にも継続してシステムを稼動させることができ,高い信頼性を

確保している｡

(発売時期:2004年2月)

試個丑l
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コンパクトディスクアレイ装置"CR80(CR804)”

基幹システムのオープン化に適した高性能･高値頼サーバ

｢HA8500シリーズ+

最大128ウェイの拡張性を誇る｢HA8500シリーズ+の860モデルの外観

基幹システムのオープン化に適した高信頼･高性能のマルチ

OS(Operating System)サー′叶HA8500シリーズ+をエンハ

ンスした｡

〔主な特徴〕

(1)インテル社の最新鋭Itanium2プロセッサを搭載した1ウェ

イから128ウェイまでの6モデルを製品化した｡スケールアップ

にもスケールアウトにも対応が可能な充実したラインアップ

(2)HP-UX*,Windows,およびLinuxの三つのOSをサポー

ト｡顧客のソフトウェア資産を保護しつつ,発展させることがで

きるプラットフォーム

(3)システムと独立したサービスプロセッサを搭載し,電源や

フアンのN＋1冗長構成などの高信頼化機能を搭載｡予防保

守や迅速な障害復旧でダウンタイムを最小化

(発売時期:2004年11月)

*は｢他社億銀歯標など+(153ページ)を参照

パソコンサーバ並みの価格を実現したエントリーサーバ｢210モデル+の外観



ハードウエア

彗附き担!冬型些型些≠担貫旦些蔓撃重野加.皿コ山一ぬ一山州州W
lミツドレンジディスクアレイサブシステム｢SANRtSE9500Vシリーズ+

近年,時間とともに変化するデータの利用価値に対応し,

長期間にわたってデータを効率的かつ安全に保管するための

ストレージソリューションが求められている｡これを実現する

総合ストレージソリューション｢DLCM(Data Lifecycle

Management)ソリューション+のプラットフォームとして,｢SAN-

RISE9500Vシリーズ+に,人容量･低ビットコストを特徴とする

SATA(SerialAdvanced Technology Attachment)ディス

クドライブを搭載した｡従来の高性能ファイバチャネルディスク

ドライブとの混在により,オンライン･ニアラインストレージを1台の

装置で管理する｡また,データ改ざん防止機能"Open LDEV

Guard”によるデータ保護や,データアーカイブサービスを新た

に追加し,データのライフサイクルに適応したストレージソリュー

ションを提供する｡

(発売時期:2004年6月)

蕃暮l†

SATAディスクドライブを搭載しだ`sANRISE9570V”の外観

ストレージ運用のTCO最適化とビジネスを止めない安定稼動を支援する

ストレージ管理ソフトウェア｢JPl/HiCommandシリーズ+

ストレージ管理ソフトウェア｢JPl/HiCommandシリーズ+で

は,ストレージ運用のさまざまな場面(構築･割り当て･監視)に

おいて一元化･自動化･簡素化を実現することで,サーバから

ストレージに至るまでのストレージ運用のTCO(TotalCost of

Ownership)最適化とビジネスを止めない安定稼動を支援する｡

サーバ･スイッチから

SANR】SEシリーズまでの

性能･容量情報の一元管理

(監視･分析･予測)により,

マルチティアドストレージ環境全体

の安定稼動を支援

岨ゝ`ノー▲叫

ANRIS

Universal

】atform

岡凋町野Ⅷ
･_ニー弧㌦ふ

眉"sAN剛SE9500V”一

外部ストレージ

SANRISEシリーズの高速コピー機能と

複雑なデータベース制御を

統合的に管理することで,

仮想化されたさまぎまなボリュームに対して

高速で確実なバックアップリカバリを実現

注:略語説明 SAN(Stora9eAreaNetwork)

ストレージ運用のTCO最適化と安定稼動を支援する｢JPl/HiCommandシリーズ+の主な機能

これまでサポートしてきた｢SANRISEシリーズ+のファイバ

チャネルディスクドライブ(主にオンライン業務向けストレージ)に

加え,2004年からはニアラインストレージ※)に適した｢SAN-

RISE9500Vシリーズ+のSATAディスクドライブ,および"SAN-

RISE UniversalStorage Platform''に接続された外部スト

ストレージプール管理と

"サーバ割り当ての自動化により,

仮想化されたさまざまなボリュームを

異種･複数サーバヘ割り当てる

作業を簡素化

SANRISEシリーズの

ディスクリソースの設定を

共通管理"View”によって一元化し,

マルチティアドストレージ環境

の構築･管理を簡素化

二[

レージもサポートすることによ

り,さまざまなストレージが混在

するマルチティアド(多階層型)

ストレージ環境を一元管群でき

るように強化した｡

(発売時期:2004年9月)

※)オンラインストレージとオフラインスト

レージの間に位置づけられるストレージ

で,アクセス朔度は比較的低いものの,

即時アクセスが求められる｡
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映像･情報アクセス機器

号音

-■ ユピキタス情報社会において,人間が接するアクセス機器には,映像や情報をいかに快適に,

しかもわかりやすく扱えるかが求められている｡日立製作所は,日立グループが強みとするキー

デバイスを有効活用し,新たな価値を提案し続けている｡捌こ拡張性と使いやすさを向上させた

パソコン群や,高精細を特徴とする表示装置により,ビジネス分野のトレンドをリードしている｡

攣長野竪琴型
l"FLORA 350WDE7”

?----■■■■-ヒ_
ノ

ノ

./十ノ
′｡ ノノl

､

高性能,高拡張性と省スペース性を併立させたスリムなデスク

トップパソコン``FLORA350WDE7”を開発した｡

この装置は,次世代拡張インタフェース``pcIExpress''に対

応し,高速表示ボードによる快適なグラフィック環境を提供する｡

また,コンピュータにハードディスクを接続するための"IDE-

RAID''機能もサポートしており,ハードディスクを2台搭載する

ことでデータを随時バックアップ保存し,万が一のデータ消失を

未然に防ぎ,障害時の復旧が迅速に行える｡

(発売時期:2004年11月)

デスクトップパソコン``FLORA350WDE7”

藍使いやすさと携帯性を両立させた薄型･軽量パソコン
l "FLORA210W川

パソコンの利用形態の多様化と無線LAN(LocalArea

Network)の普及に伴い,モバイル用途を重視したパソコンの

ニーズが高まっている｡そのため,12.1型液晶ディスプレイを搭

載しながら,携帯性に優れたモバイルパソコン`FLORA210W''

を発売した｡

質量約1.23kg,厚さ約23mmの軽量･薄型設計ながら,

キーピッチ18mm,キーストローク2mmのキーボードを採用し,

携帯性と使いやすさを両立させたほか,ハイパフォーマンス,

長時間バッテリ駆動,安定した無線LAN通信を実現した｡

(発売時期:2004年7月)
薄型･軽量パソコン"FLORA210W”

靡

爵

葦使いやすさを向上させたオールインワンノートパソコン
l "FLORA270WNB6”

オールインワンノートパソコン"FLORA270WNB6”

52L

◎

さ

近年,オフィスで利用するパソコンには,省スペース性とコス

トパフォーマンスが求められるようになってきた｡このニーズに対

応するため,米国インテル社のCeleroIfプロセッサを搭載した

"FLORA270WNB6''を発売した｡

15型液晶ディスプレイの採用により,ノートパソコンながら,広

い作業領域を確保し,使いやすさの向上を実現した｡また,豊

富なカスタムメイドメニューにより,ビジネススタイルに合わせた

構成を掟供することができる｡

(発売時期:2004年10月)

*は｢他社登録商標など+(153ページ)を参照



磯 映像･情報アクセス機器

5三箋

椚刑瀞】lLCOS方式リアプロジェクタ

日立製作所が競争優位にあるハイエンドユーザーモデルに,

新たにLCOS(Liquid Crystalon Silicon)方式の高解像度

新液晶パネル〔解像度:SXGA*＋(1,400×1,050)〕を採用した

リアプロジェクタをラインアップした｡(1)高輝度･高コントラスト

光学系,(2)放送規格をも超えた色再現性,(3)オプティカル

ビームコントロール技術といった従来機種の高い技術を継承し

ながら,さらに機能を進化させたLCOS方式リアプロジュクタは,

エビキクスソリューションのコア製品として,エビキタス情報社会

のさまざまなニーズに対応している｡

〔主な新性能〕

(1)シームレスできめ細かな高精細画像

隣り合う画素間のすきまピッチがきわめて小さく,画素のドット

を感じさせないシームレスできめ細かな高精細画像を創出

(2)ちらつきや残像のない動画像表示

テレビ信号の表示速度(16.7ms)を超える速度で応答し,ち

らつきや残像のない動画像表示を実現

(3)ランニングコストの大幅低減

長寿命のLCOSパネルに加え,交換が不要な偏光板の採

用により,ランニングコストを日立製作所従来機種比で半分以

下に低減

(発売時期:2004年8月)

*は｢他社螢録商標など+(153ページ)を参照

＼

<こ.一挙

〆

70型LCOS4面マルチスクリーンリアプロジ工クタの外観(上)とLCOSエンジン(下)

宅業務用55V型プラズマ高精細ディスプレイ
l-e･ALISパネルとアドバンスドDIPPによって高画賛で由力あ盲東面盲岳由一

55V型プラズマ高精細ディスプレイ

展示会などのイベントスペースや待合室･会議室など人の

多く集まる場所でのコミュニケーションに晴用できるモニタと

して,大画面かつ高精細な情報表示装置｢55V型プラズマ

高精細ディスプレイ+を発売した｡

55V型プラズマ高精細ディスプレイでは,奇数ラインと偶数ラ

インに交互にアドレスした後,令ラインを一斉に発光させて映像

を表示するe-ALIS(Extended Alternating Lighting of

Surfaces)方式のパネルを採用し,55V型と大画面ながら,

業界最高水準の約105万画素(水平方向1,366画素×燕ih二方

向768画素)と,業界トップクラスの高パネル輝度1,000cd/m2

を実現した｡

さらに,先進技術の粋を結集した独創的な高画質プロセッ

サ｢アドバンスドDIPP(DigitalImagePixelProcessor)+を搭

載し,さまざまな映像信号を鮮明でクリア,かつ迫力ある高品

位な映像を再現する｡

(発売時期:2004年6月)
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ネットワークシステム

】Tが企業活動･生活に浸透しつつある今日,安心で便利な汀利用環境を提供するネットワーク

:享‾分野への期待が高まっている｡日立グループは,このような時代の期待にこたえるため,アクセス,
妄‾モバイル,ブロードバンドをキーワードに,さらに安心,安全,便利なネットワーク社会の実現に向け,

さまざまな製品,システム,ソリューションを提案している｡

彗通信とコンピュータの融合ソリューション"CommuniMax”

オフィスコミュニケーション環境は今,大きな転換期を迎えて

いる｡企業では,IP電話や電子メールなどを活用したコスト削

減が実施され,さらに,コミュニケーションの効率化による生産

性向上を目的として,ネットワークのブロードバンド化や,通信と

コンピュータとの融合へのニーズが増大している｡

このようなニーズにこたえて,日立グループは,IPテレフォニー

を核とした通信とコンピュータの融合ソリューション

"CommuniMax(コミュニマックス)”を体系化した｡このソリュー

ションは,企業でのコミュニケーションシステムのコンサルテー

ションから設計･構築･運用･保守までをワンストップで提供する

ものである｡

CommuniMaxでは,企業の生産性向上に大きく影響するIP

電話と各種アプリケーション連携に向けた標準的なインタフェー

スを完備し,メール,スケジューラなどのグループウエアや業務

システムとの連携を実現している｡また,人と物の状態(プレゼ

ンス)を管理するプレゼンス機能,不在時のメッセージ伝達度

⊂垂二〕

園∃蜘

lPコンタクトセンター

濫

54L

向_Lを図るユニファイドメッセージ機能などと連動させることにより,

オフィスにおける新たなワークスタイルの創出を支援する｡

ハードウェア面では,核となるテレフォニーサーバをはじめ,

IPネットワーク基盤としてのルータ･スイッチなどの機能･性能･

拡張性の強化,携帯電話を含む豊富な端末ラインアップに加

え,オフィスコミュニケーションシステムにおけるセキュリティや

音声品質管理の強化を図っている｡また,日立グループ製品

だけでなく,パートナー製品を取り込むことで,幅広い顧客ニー

ズに迅速に対応する｡

今後は,モバイル端末やカメラ･PDA(PersonalDigital

Assistant)などとの連携を強化し,街角や店舗などでの防犯,

屋外での災害監視,自動車分野でのITSへの応用など,

ユビキタス情報社会におけるコミュニケーション基盤として拡張

していく｡

(発売時期:2004年6月)

街角･店舗

類蹄

固′

E軍二

屋外

地図情報

ニ⊥J

lPネットワーク

本社

グループウエア連動

ロ

自動車
母

営業スタッフ

注:略語説明 肝(lnternetProtocol),CRM(CustomerRelationshipMana9ement).什S(lnte=1gentTransponSystems)

lPテレフォニー"CommunjMax”によるユビキクス情報社会のイメージ

事務所A

プレゼンス管理

愚息
テレビ会議
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JGNⅡを実現したIPv6対応ギガピットスイッチ

l｢GS4000シリーズ+

独立行政法人情報通信研究機構(NICT)が推進するIP

(Internet Protocol)ベースのわが国最大規模の大学･研究

機関向け研究開発用ネットワーク``JGNⅡ(Japan Gigabit

NetworkⅡ)''において,IPv6(InternetProtocolVersion6)

対応ギガビットスイッチ｢GS4000シリーズ+がJGNⅢのコアネット

ワーク拠点の主要スイッチとして採川され,2004年4月から運

用が開始された｡

JGNⅡは,広範囲な情報通信技術の研究開発の促進,IT

の利活用に視点を置いた実証実験の支援,および各地域の

学術ネットワークとJGNⅡの接続による各地域の研究開発の活

性化を目的に広く利用されている｡

〔JGNⅡにおける｢GS4000シリーズ+の主な評価事項〕

(1)高速･大容量なスイッチング性能

高速･人容量な研究ネットワークのコアスイッチに要求される,

最大640Gビット/sのスイッチング容量,10ギガイーサネッドの

多ポート収容を実現

注1

皿(20Gビノト/s) ■■■■■-(1Gビット/S)

臣≡ヨ(10Gビソト/S) ⊂=](光テストベッド)

し肝¶+(全国都道府県のアクセスポイント)

◎謡チノトワ▲ク拠点(アクセスポイントとしても利用

一+‾‾忘三｢1
(広島県東広島市)

1GビソトノS

･テレポート岡山

･広島大学
100Mビット/S

･鳥取環境大学
テクノアークしまね

ニューメディアプラザ山口

1DGビント/S

(鳥取市)

(松江市)

(山口市)

九州大学 (福岡市)∃

100Mビント/S

･NetComさが (佐賀市)

･長崎大学 (長崎市)

･熊本県庁 (貫賀本市)

･豊の国ハイパー
ネットワークAP*(大分市)

･宮崎大学 (宮崎市)
鹿児島大学 (鹿児島市)∃

w肌Ⅳ■+

ヽ＼㌔

那覇

福岡

こ∋

10Gビント/S

･京都大学

･大阪大学
1Gビソト/S

10Gビノト/S

･いしかわクリエイトラボ

(2)広域イーサネットサービス対応

イーサネットベースの人規模かつ広域なネットワークを実現す

るための各種VLAN削)(VirtualLocalAreaNetwork)機

能,および複数の凹線を論理的に一つに束ねることによって最

大160Gビット/sの高速回線を実現するリンクアグリゲーション

機能のサポート

(3)IPv6対応

IPv6へのスムーズな移行を実現するためのIPv4/IPv6デュ

アルスタック※2)や,ネットワーク全体にかかる負荷を軽減して複

数ユーザーに動両データを配信するIPv6マルチキャストの

サポート

※1)ⅤIJAN:スイッチ内を仮想的なグループに分ける技術で,ブロードキャスト

する領域を分割し,ブロードキャストパケットの抑制やセキュリティの感化を

図る｡

※2)IPv4/IPv6デュアルスタック:IPv4とIPv6を共存させて川いるための技術

*は｢他社登録商標など+(153ページ)を参照

100Mビット/S

･北海道地域ネットワーク協議会AP*

札幌

(石川県辰口町)

100Mピソト/s

･株式会社富山県照合情報センター(宮山市)
福井県情報スーパ

(京都市)
(大阪府茨木市)

･NICT関西先端研究センター
100Mビント/S

･びわ瀾情朝ハイウェイAP*

･奈良県工業技術センター

･和歌山大学

(神戸市)

(大津市)

(奈良市)

(和歌山市)

兵庫県西播磨総合庁舎(兵庫県上郡町)

.詣誤据＼ご芸文備 ＼

大阪

岡山

高菜n

こ∋

100Mビソト/S

･香川県新規産業
創出支援センター (高松市)

･徳島大学 (徳島市)

･愛媛大学
(松山市)

･高知工科大学(高知県土佐山田町)

詳

センター

+
金沢

ハイウェイAP*(福井市)

100Mヒント/S

･新潟大学(新潟市)
･まつもと情報創造館

(長野県松本市)

凄ぷ長野 0

大手町

NICT

小金井本部

｢痕㍍一一rⅣユーヤーーーーーーーーー
L･名古屋大学

(名古屋市)

L･静岡県立大学 (静岡市)

■ ･ソフトピアジャパン(岐阜県大垣市)
L

･三重県立看護大学 (津市)

注2:略語説明ほか N】CT(NationalInstituteoflnformationandCommunicationsTechnology)

lT(lnformatjonTechnology),AP(AccessPoint),lX(lnternetExchange)

*NICT資料から引用

JGNⅢネットワークの概要

仙台

澄

こ∋

済損NI
C
T

くぼRC

(札幌市)
∵.-､【..】

1Gビソト/S

･東北大学
(仙台市)

･NICT岩手】T研究開発支援センター
(岩手県滝沢村)

100Mビット/S

･八戸工業大学
(青森県八戸市)

･秋田地域IX* (秋田市)

･慶応義塾大学雀鳥岡キヤン/マス
(山形県鶴岡市)

･会津大学
(福島県会津若松市)

米国

!1ヽ
】

j

転忙
表ぞ<

ヨ

済
済 汽亡-‾貢

10Gヒント/s

･東京大学 (文京区)

･NICT鹿島宇宙通信研究センター
(茨城県鹿嶋市)

1Gピソト/s

･株式会社横須賀テレコムリサーチパーク
(神奈川県横須賀市)

100Mヒント/S

･宇都宮大学
(宇都宮市)

･群馬産業技術センター (前橋市)

】･麗澤大学 (千葉県柏市)

NICT本庄情報通信研究開発支援センター
(埼玉県本庄市)

山梨県開放型研究開発センター
(山梨県玉穂町)



替企業向け機能を静化したギガピットスイッチ
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ブロードバンドの普及に伴い,音声,動画などの大容量アプ

リケーションの利用が拡大し,通信事業者,企業および公共機

関では,ネットワークを高速化する動きが活発になっている｡

-･方,基幹業務データなどのミッションクリティカルなデータを基

本的にべストエフォート型のネットワークであるIP(Internet

Protocol)イーサネット網を通して通信することが増加している｡

しかし,IPイーサネット網をミッションクリティカル性が要求さ

れる基盤として位置づけるためには,ベストエフォート型のサー

ビスだけでは不十分である｡

このような背景から,大容量かつサービス品質を保証する

ギャランティ型のIP･イーサネット綱の実現に向けて,既存の

"GR4000''と"GS4000''に加え,企業向けギガビットスイッチ

"GS3000”をラインアップに加えるとともに,企業向けエンハンス

を実施した｡

VLAN･ポート･MAC単位の認証選択可

セキュアネットワーク

RADルSサーバ

認証サーバ

GSRPグループ

GS4000/GS3000

GSRPマスタ

監コ

乙一′岩忘ルS

56

〔GS4000/GS3000の主な特徴〕

(1)GS3000のリリース

GS4000に比べて大幅なコストダウンを実現した企業向け

GS3000をラインアップ

(2)GS4000ポート単価低減

ポート密度を従来比2倍に増強することにより,ポート単価低

減を実現

(3)セキュリティ機能強化

ユーザー認証の国際規格であるIEEE802.1Ⅹやトラヒッタ

情報の監視機能をサポート

(4)高可用機能充実

高い装置品質に加え,ネットワークの可用性を高めるレイヤ3

とレイヤ2での装置･経路の冗長化機能を強化

これらにより,信頼性の高いネットワークを実現することが

できる｡

(GS3000の出荷開始時期:2004年4月)

(エンハンスの出荷開始時期:2004年12月)

ネットワーク

VLAN-2

スイッチ･ハブ
螢

VLAN-1

スイッチ･ハブ

lEEE802.1×による

による認証 認証要求

忙EE802.1×による認証

′′

′′

;蒜議

VLANlO 紅コ

盈

[コ

[コ

GS4000/GS3000

GSRPバックアップ

VLAN20

･ネットワークヘのユーザーログイン認
証によって不正利用者排除 喜

･認証機能のセンター集約方式により,§
エッジ認証方式に比べて構築コスト

を低減

義 朗ご羞≡正否盃‾甜絹盟覇
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し2とL3が連携して経路

切り替え

≡≡タ㍊当

奇
於ぷ泌ぬ州別工鑑恋敵汀J∧漱;ノ広が滋滋胤怒〉触;三組脳どぼ併三沈滞奮

L2とL3を連携させて障害切り替え
(冗長構成)が可能

経路切り替え後も同一のIPアドレス,

MACアドレスで継続通信が可能

注二略語説明 VLAN(V巾ua化OCalAreaNetwork),MAC(MediaAccessControり,RADlUS(RemoteAuthentiIicationDjaトinUserSeⅣice)

GSRP(GigabitSwitchRedundancyProtocol),L2(しayer2)

経路の冗長化機能(GSRP)の例



顧車重≒車重享吏二

革叫些三世Ⅵ空空車ろ.n旦萎互生.卯,
t｢AMN1400シリーズ+

高速通信を集合住宅へ導入する,イーサネットコンバータと

VDSLを組み合わせたハイブリッド アクセス システム

｢AMN1400シリーズ+を発売した｡

この装置では,センター側の集合型イーサネットコンバータと

集合住宅側のVDSL基本ユニットを1本の光ファイバで1Gビッ

ト/s双方向伝送を行い,最長20kmの伝送を実現する｡集

合型イーサネットコンバータに接続する遠隔監視端末により,

VDSL基本ユニットの遠隔監視･制御が可能である｡VDSL基

三間(既設電話回線)
Mビット/S,下り50Mビソト/S

VDSL基本ユニット

最大16台

VDSLモデム

VDSLモデム

本ユニットとVDSLモデム間はビル内既設電話回線を利用す

ることにより,各加入者宅内への接続工事を容易にでき,最大

下り50Mビット/sと上り30Mビット/sの高速通信が利用可能

である｡VDSL基本ユニットには,電話とISDN(Integrated

ServicesDigitalNetwork)回線の両方に適用が可能なスプ

リッタを内蔵している｡

(発売時期:2004年1月)

lPネットワーク

喜

1Gビット/Sの

光アクセスライン

最長20km 集合型イーサネットコンバータ
⊂ど

遠隔監視端末

注:略語説明 VDSL(VeryHigh-SpeedDigitalSubscriberLine),lP(lnternetProtoco】)

ハイブリッドアクセスシステム｢AMN1400シリーズ+の構成例

醤メトロネットワーク向け次世代WDMプラットフォーム

t

AMN7500
崩■叫r

10GbE

AMN7500

一棚r-

GbE

革邑

640kmリング A盟翌0

づ猥箪㌔㌔
1】､.ぷ越■ゴ

】

メッシュ ど

夢
lし

AAMN7500

AMN7500

AMN7500

ファイバチャネル

STM-16

STM-64

濫
A炒㌔瑞J濫

1

ポイントーポイント

注:略言吾説明 GbE(GigabitEthernet)

次世代WDMプラットフォームを用いたメトロネットワークの構成例

ブロードバンドインターネットの急速な普及により,特に中距

離のメトロネットワークには,大容量かつ柔軟な構成が可能な

光波長多重伝送が不可欠となる｡AMN7500次世代WDM

(波長多重)プラットフォームは,従来のSTM(Synchronous

Transfer Mode)系伝送装置からIP系装置まで,種々のネッ

トワークに対応し,波長経路を容易に設定,変更できる小卦

OADM(光分岐挿入)機能,0ⅩC(光クロスコネクト)機能(開

発予定)を持つ｡

〔主な特徴〕

(1)OADM/0ⅩC機能を持つ,リング･メッシュ･ポイントポイ

ントのWDMネットワークを構成

(2)STM-16/64,GbE/10GbE,ファイバチャネル(開発予定)

など多様なユーザーインタフェース

(3)ITU-TG.709準拠OTN(OpticalTransportNetwork)

による高信頼保守･運用･管理

今後,いっそうの経済性,柔軟性,多様性を追求し,発展

させていく｡

(発売時期:2004年5月)
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昏マルチメディア多地点会議システム
I

マルチメディア多地点会議システムは,IPv6(Internet 図る｡

ProtocolVersion6)ネットワーク上のパソコン間で,高品質の

映像･音声･文字によるリアルタイムコミュニケーションを提供する

ものである｡

この製品では,SIP(SessionInitiation Protocol)を用いて

複数パソコン間の信号を制御し,汎用のパソコンサーバLで多

地点会議専用の機材を使用せずに多地点間のテレビ会議と

文字チャット機能,ホワイトボードによる画像編集の共有機能を

実現している｡

今後,IPv4対応と会議予約機能,および英語メニュー機能

を追加し,サービス機能の拡充と適用先ネットワークの拡大を

葺少数エンドユーザーのエリア向け
11xEV･DO小型基地局

2003年11月からサービスが開始されている下り2.4Mビット/s

の高速データ通信を可能とする1ⅩEV-DO(1ⅩEvolution-

1×EV-DOの小型基地局の屋内型(左)と屋外型(右)

馨■■■KDDl株式会社納め

伊

J酵

(機能追加予定時期:2005年3月)

サービス管理者

SIPサ▼バ

(PROGNET/SB)

届謁

メディアサーバ 多地点会議サ【バ 予約ポータルサーバ
鷲鼻

&
参加者C

ホワイトボードサーバ チャットサーバ

P

マルチメディア多地点会議システムの構成(上)と画面例(下)

参加者B

Data Only)用として,少数エンドユーザーのエリア向けに小

型基地局を出荷した｡

〔主な特徴〕

(1)従来の機種と同じ屋内設置タイプに加えて,外気温-30

～50℃の範囲で屋外に直接設置が可能な密閉構造の屋外

設置タイプがある｡

(2)何時接続数を従来の÷(59加入者)に限定し,制御部は

光長無し構成にすることによって,小型で経済的な基地局を

実現している｡

(発売時期:2004年3月)

"OFFICEWISE叩用システム

KDDI株式会社が2004年11月からサービスを開始した

``oFFICE WISE”用システムを納入した｡このシステムは,IP

(Internet Protocol)セントレックスの携帯電話版(モバイルセ

ントレックス)であり,センター設備と基地局設備から成る｡一一般

の公衆携帯電話端末をそのまま内線の電話端末として使用

することができる｡

〔主な特徴〕

(1)公衆携帯電話の技術である"CDMA20001Ⅹ”を利用し

た内線電話サービスをサポートするほか,公衆基地局としても

動作する｡

(2)既設PBXの端末と内線接続が可能である｡

(3)IPベースシステムの採用により,無線部分以外はすべて

VoIP(Voice overInternet Protocol)での音声伝送を実現

した｡パケットによるデータ通信のサポートも可能である｡

PBX

内線電話

注:略語説明

KDDl株式会社
CDMA20001x網

MSC

センター設備

⊂転テ
LAN

く垂つ

く垂〕
WAN

基地局設備

〔更〕
PRl

虔

RNC

BTS

MG(MediaGateway),LAN(LocalAreaNetwork)

WAN(WideAreaNetwork),CA(CallA9ent)

OMS(OperationandMaintenanceSystem)

PBX(PrivateBranchExchan9e),LMG(LocalMedjaGateway)

PRl(PrimaryRatelnte血ce)､MSC(MobjleSwitchingCenter)

RNC(RadioNetworkController),BTS(BaseTransceiverSystem)

"OFF】C巨WISE”のシステム構成

5るL



通信デバイス

安心で便利な汀利用環境を捷供するネットワークを支える基幹技術のうち,捌こブロードバンド化

を支える光デバイス分野への期待は大きい｡日立グループは,このようなニーズにこたえるために,

高機能･高可用性に富んだ光デバイス製品を握奏し,安心で便利なIT利用環境を提供するネット

ワーク分野を支えている｡

開
閉
滞
■
■
■

ツピGOl トイlサネット準拠光モジュール

10Gビットイーサネット規格に準拠した光モジュールの需要が

増加しており,特に伝送距離が300mから80kmまでの広範囲

な対応が求められている｡そのため,10Gビットイーサネット

トランシーバパッケージ``ⅩENPAK''MSA(Multi-Source

Agreement)に準拠した光モジュール2品種を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)1.55けm帯外部変調器型レーザダイオードを用いることに

より,最大80kmまでの伝送が吋能で,かつ高密度波長多重

に対応

(2)0.85けm背面発光型レーザダイオードを用いることにより,

マルチモードファイバで最大300mまでの伝送が可能

最大伝送距離がそれぞれ10kmと40kmの現行製品と

併せ,ⅩENPAKのラインアップを整えた｡

(Opnext,Inc.)

(発売時期:2004年12月)

聾

×ENPAKMSAに準拠した光モジュールの外観

XMDMSA準拠TOSA/ROSAモジュール

l

近年のインターネットの大容量･高速化に伴い,10Gビット/s

光伝送モジュールの小型･低コスト低消費電力化への要求が

高まっている｡このため,10Gビット/s TOSA/ROSA

(Transmitter/Receiver OpticalSubassembly)のⅩMD

MSA(10Gbit/s Miniture Device Multi-Source

一

′_胤

…≡…署苧…準攣≡苧･∠買顎療…ノ宗…′‾′宰

TOSAモジュール(上)と,ROSAモジュール(下)

Agreement)を2004年2月に国内外のベンダー7社と締結

した｡このMSAでは,光コネクタ,電気インタフェースおよび

電気光特件の共通仕様化によるユーザー利便性の向上と

市場拡大を目指している｡

この開発品はこのMSAに準拠し,直径6mm以下の小型

パッケージ,LC光コネクタおよびフレキシブル基板による電気イ

ンタフェースを持たせている｡TOSAに搭載のLD(Laser

Diode)は,波長1,310nm,DFB(DistributedFeedback)構

造の直接変調型である｡0℃から85℃までの広い動作温度範

囲により,非冷却実装を可能とした｡ROSAでは,新規に開発

した低電圧動作PD(PhotoDiode)の採用によって3.3V単一

電源での動作を可能とし,ユーザーでの実装性を向上させた｡

(Opnext,Inc.)

(発売時期:2004年10月)
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